
『
詩
經
』「
寧
風
」
詩
考

（
一
）

殷
代
に
於
い
て
風
が
祭
祀
の
對
象
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
あ
る
一
連
の
契
文
の
發
見
か
ら
で
あ
る
。
胡
厚
宣
に
よ

っ
て
發
見
さ
れ
、
更
に
樣
々
な
硏
究
者
に
よ
っ
て
缺
損
部
分
の
補
修
、
補
完
が
行
わ
れ
、
整
理
さ
れ
た
そ
の
契
文
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
（
一
）
。

貞
、
帝
于
西
方
曰
彝
、
風
曰曰
婬
、、

年
。（
合
集
一
四
二
九
五
）

辛
亥
卜
内
貞
、
帝
于
北
方
曰

、
風
曰

、

年
。（
合
集
一
四
二
九
五
）

辛
亥
卜
内
貞
、
帝
于
南
方
曰
長
、
風
尸
、

年
。（
合
集
一
四
二
九
五
）

貞
、
帝
于
東
方
曰
析
、
風
曰

、

年
。（
合
集
一
四
二
九
五
）

胡
厚
宣
以
來
、
殆
ど
の
硏
究
者
は
契
文
を
右
の
如
く
斷
句
し
、「
風
曰曰
婬
、（
風
を曰
婬
、と
曰
ふ
）」「
風
曰

（
風
を

と
曰
ふ
）」「
風
尸
（
風
は

尸
）」「
風
曰

（
風
を

と
曰
ふ
）」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、「曰
婬
、」「

」「
尸
」「

」
は
風
名
で
あ
る
と
解
さ
れ
て
き
た
。

そ
の
後
、
赤
塚
忠
が
當
該
契
文
の
斷
句
の
誤
り
を
指
摘
し
、
以
下
の
如
く
改
め
た
。

貞
、
帝
于
西
方
、
曰
彝
風
、
曰曰
婬
、、

年
。（
合
集
一
四
二
九
五
）

一
二
三
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一
二
四

辛
亥
卜
内
貞
、
帝
于
北
方
、
曰

風
、
曰

、

年
。（
合
集
一
四
二
九
五
）

辛
亥
卜
内
貞
、
帝
于
南
方
、
曰
長
風
、
曰
（
二
）

尸
、

年
。（
合
集
一
四
二
九
五
）

貞
、
帝
于
東
方
、
曰
析
風
、
曰

、

年
。（
合
集
一
四
二
九
五
）

こ
の
斷
句
に
よ
る
契
文
の
新
し
い
解
釋
に
よ
る
と
、「
彝
風
」「

風
」「
長
風
」「
析
風
」
が
四
方
風
に
そ
れ
ぞ
れ
つ
け
ら
れ
た
稱
謂
で
あ
り
、
ま

た
「曰
婬
、」「

」「
尸
」「

」
に
つ
い
て
は
、
風
名
で
は
な
く
地
名
と
い
う
こ
と
に
な
る
（
三
）
。

さ
て
こ
の
契
文
で
注
目
す
べ
き
部
分
は
、（
一
）
四
方
に
對
し
て
「
帝
于
西
方
（
西
方
に
帝
し
）」「
帝
于
北
方
（
北
方
に
帝
し
）」「
帝
于
南
方

（
南
方
に
帝
し
）」「
帝
于
東
方
（
東
方
に
帝
し
）」
と
、「
帝
（
＝
禘
）」
祭
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
（
四
）

、（
二
）
四
方
の
風
に
對
し
て
「
曰
彝
風
（
彝

風
に
曰
し
）」「
曰

風
（

風
に
曰
し
）」「
曰
長
風
（
長
風
に
曰
し
）」「
曰
析
風
（
析
風
に
曰
し
）」
と
、「
曰
」
祭
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
（
五
）
、
そ

し
て
（
三
）
各
辭
末
に
「

年
（
＝
年
み
の
り
を
い
の

ら
ん
か
）」
と
あ
る
如
く
、
こ
れ
ら
「
帝
」「
曰
」
の
儀
禮
が
、
そ
の
年
の
穀
物
の
稔
り
を
祈
願
す
る

爲
に
行
わ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

四
方
に
對
し
て
行
わ
れ
て
い
る
「
帝
」
祭
は
、
他
の
辭
例
に
は
「
帝
風
九
犬
」（
合
集
二
一
〇
八
〇
）、「
辛
未
卜
、
帝
風
不
用
雨
」（
合
集

三
四
一
五
〇
）（
屯
二
一
六
一
）
と
あ
る
如
く
、
風
に
對
し
て
も
行
わ
れ
て
い
る
。
卽
ち
風
は
「
帝
」
や
「
曰
」
の
儀
禮
に
よ
っ
て
祀
ら
れ
、
穀

物
の
豐
饒
が
祈
願
さ
れ
る
べ
き
對
象
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
風
は
雲
を
呼
び
、
雨
を
も
た
ら
し
、
穀
物
の
順
調
な
生
育
を
促
す
。
降
雨
と
密

接
な
關
係
が
あ
る
風
は
、
季
節
の
流
れ
に
伴
っ
て

切
な
方
角
か
ら
吹
く
こ
と
が
希
求
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
儀
禮
は
他
の
農
耕
儀
禮

と
同
樣
、
農
耕
が
始
ま
る
季
節
に
定
期
的
に
行
わ
れ
て
い
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

一
方
で
風
は
「

（
＝
寧
）」
の
儀
禮
に
よ
っ
て
も
祀
ら
れ
て
い
た
。

癸
未
卜
、
其

風
于
方
有
雨
。（
合
集
三
〇
二
六
〇
）

癸
酉
卜
、
巫

風
。（
合
集
三
三
〇
七
七
）

癸
亥
卜
、
于
南

風
豕
一
。（
合
集
三
四
一
五
一
）
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一
二
五

乙
丑
貞
、

風
于
伊
奭
。（
合
集
三
四
一
五
一
）

「

（
＝
寧
）」
は
于
省
吾
が
「
按
、
卜
辭
有

風
・

雨
・

水
・

疾
・

之
祭
、
謂
風
・
雨
・
水
・
疾
・

爲

、
祈
禳
於
神
祇
以
求

其
止
息
。

、
當
指
蝗
」
と
解
す
る
（
六
）

如
く
、
風
や
雨
等
に
よ
る
災

や
、
蝗
等
の

蟲
に
よ
る
被

を
鎭
め
る
爲
の
儀
禮
で
あ
る
。
つ
ま
り
「
寧

風
」
と
は
暴
風
を
鎭
め
る
爲
に
行
わ
れ
る
儀
禮
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
例
え
ば
、「
辛
未
卜
王
貞
、
今
辛
未
、
大
風
不
惟

」（
合
集
二
一
〇
一
九
）

と
、
大
風
が
「

（
＝
た
た
り
）」
を
も
た
ら
す
か
否
か
を
問
う
辭
例
が
あ
る
こ
と
や
、
ま
た
「
不
遘
大
風
」「
其
遘
大
風
」
と
、
大
風
に
遘あ

う
か

否
か
を
問
う
辭
例
が
頻
出
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
通
り
、
日
常
生
活
を
脅
か
す
規
模
の
暴
風
が
吹
く
こ
と
が
多
か
っ
た
爲
に
、
そ
の
被

を
囘
避
せ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
か
ら
に
他
な
ら
な
い
。
附
言
す
る
な
ら
ば
、「
寧
」
字
の
使
用
さ
れ
る
辭
例
中
、「
寧
風
」
の
用
例
が
飛
び
拔
け
て

多
く
、「
寧
雨
」
が
こ
れ
に
次
い
で
い
る
。

以
上
の
如
く
、
殷
代
に
於
い
て
風
は
、
年
穀
の
豐
饒
を
祈
る
目
的
で
、
定
期
的
に
禘
や
曰
の
儀
禮
に
よ
っ
て
祀
ら
れ
、
ま
た
風

を
避
け
る
目

的
で
、
不
定
期
に
寧
の
儀
禮
に
よ
っ
て
祀
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
人
閒
に
と
っ
て
風
は
、
他
の
自
然
現
象
と
同
樣
、
善
と
惡
の
兩
義
性
を

持
ち
、
人
々
は
そ
の
善
の
側
面
を
長
く
と
ど
め
、
惡
の
側
面
に
よ
る
影
響
を
忌
避
し
よ
う
と
、
禘
や
曰
の
儀
禮
を
行
い
、
或
い
は
寧
の
儀
禮
を
行

っ
た
の
で
あ
る
。
自
然
現
象
の
も
つ
兩
義
性
と
は
、
卽
ち
自
然
神
の
も
つ
兩
義
性
で
あ
る
。
例
え
ば
水
神
は
龍
の
姿
で
表
象
さ
れ
る
場
合
が
多

い
が
、
龍
は
聖
獸
と
し
て
そ
の
出
現
が
吉
祥
と
さ
れ
る
一
方
、
畏
怖
や
忌
避
の
對
象
と
も
さ
れ
た
。
そ
れ
は
水
が
萬
物
の
源
と
い
う
善
の
側
面
と
、

河
の
氾
濫
な
ど
に
伴
う
萬
物
を
死
に
至
ら
し
め
る
惡
の
側
面
を
、
常
に
包
括
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

『
詩
經
』
の
詩
の
中
に
は
、
風
を
祀
る
行
爲
が
背
景
に
介
在
し
た
と
考
え
ら
れ
る
詩
が
あ
り
、
そ
の
内
容
は
風
の
も
つ
兩
義
性
に
よ
っ
て
二
つ

に
大
別
で
き
る
。
卽
ち
風
の
善
の
側
面
に
依
據
し
よ
う
と
す
る
も
の
と
、
惡
の
側
面
に
よ
る
影
響
を
忌
避
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
換
言
す

れ
ば
、「
順
風
を
求
め
る
（
と
ど
め
る
）」
詩
と
「
暴
風
を
鎭
め
る
」
詩
で
あ
る
。
殷
代
の
風
を
祀
る
儀
禮
で
言
え
ば
、「
禘
風
」
詩
と
「
寧
風
」

詩
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

本
稿
は
邶
風
・
終
風
篇
、
小
雅
・
節
南
山
之
什
・
何
人
斯
篇
、
同
谷
風
之
什
・
谷
風
篇
の
原
義
を
解
釋
し
、
こ
れ
ま
で
暴
虐
な
男
性
の
比
喩
と
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一
二
六

さ
れ
て
き
た
詩
中
の
「
風
」
が
、
文
字
通
り
「
風
」
を
指
す
語
で
あ
り
、
こ
れ
ら
三
篇
の
詩
が
風
や
風
の
神
を
呼
ぶ
稱
を
呪
物
と
す
る
興
詞
を
有

し
、
そ
の
内
容
が
所
謂
「
寧
風
」
詩
に
分
類
さ
れ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
も
の
で
あ
る
。

（
二
）

殷
代
に
於
い
て
は
、
風
は
自
ら
の
意
志
で
吹
く
の
で
は
な
く
、
そ
れ
を
操
る
力
を
持
つ
者
が
別
に
想
定
さ
れ
て
い
た
。
嚴
密
に
言
う
と
、「
風

を
動
か
す
こ
と
を
命
ず
る
者
」
と
「
風
を
直
接
動
か
す
者
」
が
そ
れ
ぞ
れ
想
定
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
前
者
は
「
帝
（
＝
上
帝
）」
で
あ
り
、

後
者
は
「
巫
」
で
あ
る
。
こ
の
「
巫
」
と
は
專
門
的
職
司
と
し
て
の
人
閒
の
巫
を
指
す
場
合
と
、
そ
れ
と
同
等
の
性
格
を
投
影
し
た
神
靈
を
指
す

場
合
と
が
あ
る
。

「
帝
（
＝
上
帝
）」
が
風
を
命
ず
る
者
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
契
文
に
「
貞
、
翌
癸
卯
、
帝
其
令
風
（
貞
ふ
、
翌
癸
卯
に
、
帝
、
其
れ
風
を

令
せ
ん
か
）」（
合
集
六
七
二
正
）
と
あ
る
通
り
で
、
風
の
み
な
ら
ず
、
雨
や
雷
も
ま
た
上
帝
が
命
ず
る
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
（
七
）
。

「
巫
」
字
の
見
え
る
契
文
の
中
に
は
、「
帝
巫
（
帝
于
巫
）」「
寧
巫
（
寧
風
巫
）」
と
い
う
語
順
の
辭
例
群
と
、「
巫
帝
」「
巫
寧
」
と
い
う
語
順

の
辭
例
群
が
あ
る
。
前
者
は
例
え
ば
、「
…
帝
東
巫
（
東
巫
に
帝
せ
ん
か
）」（
合
集
五
六
六
二
）「
癸
巳
卜
、
其
帝
于
巫
（
癸
巳
に
卜
す
、
其
れ

巫
に
帝
せ
ん
か
）」（
合
集
三
二
〇
一
二
）「
癸
亥
貞
、
今
日
帝
于
巫

一
犬
（
癸
亥
に
貞
ふ
、
今
日
、
巫
に
帝
す
る
に

一
犬
に
せ
ん
か
）」（
合

集
三
四
一
五
五
）「
辛
酉
卜
、
寧
風
巫
九
豕
（
辛
酉
に
卜
す
、
風
を
巫
に
寧し
づ

む
る
に
九
豕
に
せ
ん
か
）」（
合
集
三
四
一
三
八
）「
戊
子
卜
、
寧
風

北
巫
犬
（
戊
子
に
卜
す
、
風
を
北
巫
に
寧
む
る
に
犬
に
せ
ん
か
）」（
合
集
三
四
一
四
〇
）
の
如
く
、「
巫
に
帝
す
」「（
風
を
）
巫
に
寧
む
」
と
讀

み
、
こ
の
場
合
の
「
巫
」
を
赤
塚
忠
は
風
を
動
か
す
力
を
持
つ
神
靈
の
四
巫
で
あ
る
と
述
べ
る
。
ま
た
後
者
に
つ
い
て
は
「
…
巫
帝
一
犬
（
…

巫
、
帝
す
る
に
一
犬
に
せ
ん
か
）」（
合
集
二
一
〇
七
四
）「
庚
…
巫
帝
二
犬
（
庚
…
巫
、
帝
す
る
に
二
犬
に
せ
ん
か
）」（
合
集
二
一
〇
七
六
）「
壬

午
卜
、
巫
帝
（
壬
午
に
卜
す
、
巫
、
帝
せ
ん
か
）」（
合
集
二
一
〇
七
八
）「
巫
帝
一
犬
一
豕
（
巫
、
帝
す
る
に
一
犬
一
豕
に
せ
ん
か
）」（
合
集
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一
二
七

二
一
〇
七
八
）「
癸
酉
卜
、
巫
寧
風
（
癸
酉
に
卜
し
、
巫
、
風
を
寧
め
ん
か
）」（
合
集
三
三
〇
七
七
）
の
如
く
、「
巫
、
帝
す
」「
巫
、
寧
す
」
と

讀
み
、
こ
の
場
合
の
「
巫
」
を
赤
塚
は
神
靈
の
四
巫
を
祀
る
專
門
的
職
司
の
人
閒
に
附
せ
ら
れ
た
名
稱
で
あ
る
と
す
る
。
つ
ま
り
赤
塚
に
よ
る
と
、

四
方
に
は
四
巫
と
い
う
神
靈
の
存
在
が
信
ぜ
ら
れ
、
こ
の
四
巫
が
上
帝
の
命
を
受
け
て
風
を
動
か
す
と
考
え
ら
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
（
八
）

。

殷
代
に
於
け
る
風
の
祭
祀
に
は
、
四
方
か
ら
吹
く
風
と
は
別
に
、
そ
れ
を
操
る
四
巫
と
い
う
神
靈
が
想
定
さ
れ
、
更
に
そ
れ
を
專
門
職
と
し

て
祀
る
人
閒
の
四
巫
が
存
在
し
た
。
風
は
上
帝
の
命
に
よ
っ
て
四
方
か
ら
吹
く
が
、
そ
こ
に
は
そ
れ
ぞ
れ
風
を
動
か
す
神
靈
が
居
り
、
こ
れ
が

「
巫
」
と
呼
ば
れ
た
。
そ
し
て
人
閒
界
に
は
こ
の
神
靈
を
祀
り
、
操
る
人
閒
が
居
り
、
こ
れ
も
ま
た
「
巫
」
と
呼
ば
れ
た
の
で
あ
る
。

殷
代
に
於
い
て
四
方
の
彼
方
に
想
定
さ
れ
て
い
た
神
靈
の
「
巫
」
と
、
專
門
的
職
司
と
し
て
實
在
し
た
「
巫
」
の
存
在
は
、
文
獻
資
料
に
は
殆

ど
傳
わ
っ
て
い
な
い
。
た
だ
そ
の
嘗
て
の
存
在
を
示
す
痕
跡
が
見
え
る
資
料
は
い
く
つ
か
殘
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、『
國
語
』
に
は
季
節
に
伴

っ
て
吹
く
風
の
到
來
を
讀
む
能
力
を
持
つ
者
が
農
耕
儀
禮
に
關
わ
っ
て
い
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
周
語
上
に
は
「
先
時
五
日
、
瞽
吿
有
協
風

至
、
王
卽
齋
宮
、
百
官
御
事
、
各
卽
其
齋
三
日
」
と
、「
瞽
」
が
協
風
の
到
來
を
吿
げ
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。「
瞽
」
と
は
韋
昭
注
に
「
樂
太

師
、
知
風
聲
者
也
」
と
あ
る
如
く
盲
人
の
樂
官
で
あ
る
。「
先
時
五
日
」
と
は
王
の
籍
田
の
儀
禮
に
先
立
つ
立
春
の
日
の
五
日
前
の
こ
と
を
指
し

て
い
る
の
で
、
こ
の
盲
の
樂
官
は
春
吹
く
風
の
到
來
を
感
覺
的
に
讀
む
能
力
を
以
て
農
事
に
關
わ
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
樂
官
の
「
風

を
讀
む
」
と
い
う
性
質
は
、
殷
代
に
於
け
る
專
門
的
職
司
の
「
巫
」
か
ら
く
る
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
周
語
上
に
は
他
に
「
是
日
也
、
瞽
帥
、
音

官
以
風
土
」
と
も
あ
り
、
韋
昭
注
に
「
音
官
、
樂
官
。
風
土
、
以
音
律
省
土
風
、
風
氣
和
則
土
氣
養
也
」
と
あ
る
如
く
、
籍
田
の
儀
禮
が
行
わ
れ

る
當
日
、「
瞽
帥
」
が
風
を
讀
む
樂
官
と
し
て
關
わ
っ
て
い
る
。
ま
た
鄭
語
に
は
「
虞
幕
能
聽
協
風
、
以
成
樂
物
生
者
也
」
と
、「
虞
幕
」
と
い
う

者
が
よ
く
風
を
聽
く
能
力
を
持
つ
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

『
周
禮
』
に
は
風
の
神
の
名
が
祀
る
對
象
と
し
て
記
さ
れ
、
ま
た
風
を
鎭
め
る
職
司
の
名
も
明
記
さ
れ
て
い
る
。
春
官
・
大
宗
伯
に
「
大
宗
伯

之
職
、
掌
建
邦
之
天
神
、
人
鬼
、
地
示
之
禮
、
以
佐
王
建
保
邦
國
。
以
吉
禮
事
邦
國
之
鬼
神
示
、
以
禋
祀
祀
昊
天
上
帝
、
以
實
柴
祀
日
、
月
、
星
、

辰
、
以

燎
祀
司
中
、
司
命
、
飌
師
、
雨
師
、
以
血
祭
祭
社
稷
、
五
祀
、
五
嶽
、
以
貍
沈
祭
山
、
林
、
川
、
澤
、
以

辜
祭
四
方
百
物
」
と
あ
る
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は
、「
飌
師
（
九
）
」
と
呼
ば
れ
る
風
の
神
が

燎
に
（
一
〇
）よ
っ
て
祀
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
記
す
も
の
で
あ
る
。
ま
た
春
官
・
小
祝
に
「
小
祝
、
掌
小
祭
祀
將

事
侯
禳
禱
祠
之
祝
號
、
以
祈
福
祥
、
順
豐
年
、
逆
時
雨
、
寧
風
旱
、
彌
烖
兵
、
遠
辠
疾
」
と
あ
る
は
、
風
や
旱
を
寧
め
る
職
司
の
存
在
を
示
す
も

の
で
あ
る
。
更
に
こ
こ
で
「
寧
」
字
が
風
を
鎭
め
る
意
で
使
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
先
の
契
文
の
辭
例
と
全
く
同
じ
で
あ
る
。

『
山
海
經
』
大
荒
東
經
に
「
大
荒
之
中
、
有
山
、
名
曰
鞠
陵
于
天
、
東
極
、
離
瞀
。
日
月
所
出
。
名
曰
折
丹
。
東
方
曰
折
、
來
風
曰
俊
。
處
東

極
、
以
出
入
風
」
と
あ
る
は
、
殷
代
に
於
い
て
神
靈
の
「
巫
」
が
想
定
さ
れ
て
い
た
こ
と
の
名
殘
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。「
折
丹
」
は
郭
璞
注

に
「
神
人
」
と
あ
り
、
郝
懿
行
が
「
名
曰
折
丹
上
疑
脫
有
神
二
字
。
大
荒
南
經
、
有
神
名
曰
因
因
乎
、
可
證
」
と
、「
名
曰
折
丹
」
の
上
に
「
有

神
」
の
二
字
を
脫
す
る
と
推
測
し
て
い
る
こ
と
か
ら
推
す
に
、「
折
丹
」
は
神
の
名
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
日
月
の
出
る
場
所
に

「
折
丹
」、
ま
た
「
折
」
と
呼
ば
れ
る
神
人
が
居
り
、
そ
の
風
の
出
入
を
司
る
と
い
う
性
格
は
、
契
文
に
刻
さ
れ
た
神
靈
た
る
「
巫
」
の
性
格
と
重

な
る
も
の
で
あ
る
。
大
荒
北
經
に
は
「
有
係
昆
之
山
者
、
有
共
工
之
臺
。
射
者
不
敢
北
鄕
。
有
人
、
衣
靑
衣
。
名
曰
黃
帝
女
魃
。
蚩
尤
作
兵
伐
黃

帝
。
黃
帝
乃
令
應
龍
攻
之
冀
州
之
野
。
應
龍
畜
水
、
蚩
尤
請
風
伯
雨
師
、
縱
大
風
雨
。
黃
帝
乃
下
天
女
曰
魃
。
雨
止
、
遂
殺
蚩
尤
。
魃
不
得
復
上
、

所
居
不
雨
。
叔
均
言
之
帝
、
後
置
之
赤
水
之
北
。
叔
均
乃
爲
田
祖
。
魃
時
亡
之
。
所
欲
逐
之
者
、
令
曰
、
神
北
行
。
先
除
水
衟
、
決
通
溝
瀆
」
と

あ
り
、「
魃
」
と
い
う
神
人
が
「
風
伯
（
＝
風
の
神
）」
と
「
雨
師
（
＝
雨
の
神
）」
を
操
る
力
を
持
っ
て
い
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
も

契
文
中
に
見
え
る
神
靈
た
る
「
巫
」
を
彷
彿
と
さ
せ
る
。
そ
し
て
地
上
に
殘
さ
れ
た
「
魃
」
の
去
就
に
、
農
耕
を
司
る
神
で
あ
る
「
田
祖
」
が
大

き
く
關
わ
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、「
魃
」
自
身
も
農
耕
に
無
關
係
の
神
で
は
な
か
っ
た
こ
と
が
推
測
で
き
る
。

以
上
の
如
く
、
風
に
ま
つ
わ
る
「
神
靈
の
巫
」
や
「
專
門
的
職
司
の
巫
」
の
文
獻
上
の
痕
跡
は
そ
れ
程
多
く
は
な
い
。
で
は
、
風
は
四
方
の
ど

の
よ
う
な
場
所
か
ら
生
ず
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
契
文
に
は
そ
れ
を
明
確
に
示
す
辭
例
は
見
つ
か
っ
て
い
な
い
。
冒
頭
に
擧
げ

た
一
連
の
契
文
か
ら
は
、
風
が
東
西
南
北
か
ら
吹
く
こ
と
を
示
す
の
み
で
あ
る
。
少
し
く
時
代
は
下
る
が
、『
山
海
經
』
大
荒
南
經
に
は
「
有
神
、

名
曰
因
因
乎
。
南
方
曰
因
乎
夸
風
、
曰
乎
民
。
處
南
極
、
以
出
入
風
」
と
あ
り
、「
南
極
」、
卽
ち
南
の
果
て
に
風
の
出
入
す
る
場
所
が
あ
る
こ
と

が
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
大
荒
西
經
に
は
「
有
人
、
名
曰
石
夷
。
來
風
曰
韋
。
處
西
北
者
、
以
司
日
月
之
短
長
」
と
あ
り
、「
西
北
者
」、
卽
ち
西
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北
の
果
て
に
風
の
吹
く
場
所
が
あ
り
、
そ
こ
に
は
日
月
の
長
短
を
司
る
神
人
が
い
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
資
料
で
は
そ
れ
ぞ
れ
の

方
角
の
「
極
」「
隅
」、
つ
ま
り
「
果
て
」
か
ら
風
が
吹
く
と
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

で
は
こ
の
よ
う
な
四
方
の
「
果
て
」
に
は
、
ど
の
よ
う
な
場
所
が
想
定
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。『
尙
書
』
堯
典
篇
に
は
以
下
の
如
く
記

さ
れ
て
い
る
。

乃
命
羲
和
、
欽
若
昊
天
、
曆
象
日
月
星
辰
、
敬
授
民
時
。
分
命
羲
仲
、
宅
嵎
夷
、
曰
暘
谷
。
寅
賓
出
日
、
平
秩
東
作
。
日
中
、
星
鳥
、
以
殷

仲
春
。
厥
民
析
、
鳥
獸
孳
尾
。
申
命
羲
叔
、
宅
南
交
、〔
曰
明
都
（
一
一
）。〕
平
秩
南
訛
、
敬
致
。
日
永
、
星
火
、
以
正
仲
夏
。
厥
民
因
、
鳥
獸
希
革
。

分
命
和
仲
、
宅
西
〔
土
〕、
曰
昧
谷
。
寅
餞
納
日
、
平
秩
西
成
。
宵
中
、
星
虛
、
以
殷
仲
秋
。
厥
民
夷
、
鳥
獸
毛

。
申
命
和
叔
、
宅
朔
方
、

曰
幽
都
。
平
在
朔
易
。
日
短
、
星
昴
、
以
正
仲
冬
。
厥
民
隩
、
鳥
獸
氄
毛
。

こ
こ
で
は
東
方
に
は
「
暘
谷
」、
西
に
は
「
昧
谷
」、
南
に
は
「
明
都
」、
北
に
は
「
幽
都
」
の
名
が
そ
れ
ぞ
れ
配
當
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
「
暘

谷
」「
昧
谷
」
の
如
く
、
そ
の
名
に
「
谷
」
字
が
附
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
注
意
し
た
い
。
卽
ち
こ
の
「
谷
」
字
の
附
さ
れ
た
稱
謂
は
、
本
來
四
方

に
そ
れ
ぞ
れ
谷
の
よ
う
な
地
形
が
想
定
さ
れ
て
い
た
こ
と
の
名
殘
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
か
く
考
え
る
理
由
は
『
莊
子
』
齊
物

論
篇
の
記
述
に
あ
る
。

子
綦
曰
、
夫
大
塊
噫
氣
、
其
名
爲
風
。
是
唯
無
作
、
作
別
萬
竅
怒

。
而
獨
不
聞
之
翏
翏
乎
。
山
林
之
畏
隹
、
大
木
百
圍
之
竅
穴
、
似
鼻
、

似
口
、
似
耳
、
似
枅
、
似
圈
、
似
臼
、
似
洼
者
、
似
汚
者
、
激
者
、

者
、
叱
者
、
吸
者
、
叫
者
、

者
、

者
、
咬
者
。

こ
れ
は
風
の
吹
く
時
期
が
予
測
し
難
い
こ
と
を
、「
夫
大
塊
噫
氣
」
と
、
大
地
（
一
二
）（「
大
塊
」）
の
お
く
び
（「
噫
氣
」）
に
喩
え
た
も
の
で
あ
る
。

こ
こ
に
は
風
の
生
ず
る
場
所
と
し
て
、
方
位
等
は
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
風
が
「
山
林
之
畏
隹
」
や
「
大
木
百
圍
之
竅
穴
」
か
ら
生
ず
る
と
記
さ

れ
て
い
る
點
は
留
意
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。「
畏
隹
」
は
、
馬
敍
倫
が
「
畏
隹
犹
崔
嵬
。
言
山
阜
之
高
大
也
。
倫
按
隹
爲
崔
或

之
省
。
說
文
曰
、
崔
、

大
高
也
。

、

隗
、
高
也
。

嵬
一
字
。
說
文
曰
、
嵬
、
山
石
崔
嵬
。
高
而
不
平
也
。
此
言
畏
隹
」（『
莊
子
義
證
』）
と
、「
畏
隹
」
は
「
嵬

崔
」
で
あ
る
と
解
し
て
い
る
。「
隹
」
を
「
崔
」「

」
の
省
字
と
し
、「
畏
」「

」「
嵬
」
が
假
借
關
係
に
あ
る
と
す
る
點
は
正
し
い
の
で
あ
る
が
、
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「
山
阜
之
高
大
」
と
す
る
は
誤
り
で
あ
る
と
思
う
。
こ
れ
は
赤
塚
忠
が
「

崔
の
借
字
（
王
先
謙
說
）、
た
だ
し
、
こ
こ
は

（
山
の
く
ま
）
の
緩

言
と
解
す
べ
き
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
山
林
の
脈
が
灣
曲
し
て
入
り
組
ん
で
い
る
所
で
あ
っ
て
、
下
の
『
似
洼
者
』
に
當
た
ろ
う
（
一
三
）」

と
解
し
て
お
り
、

「

（
＝
山
の
隈く
ま

）」
の
緩
言
と
解
す
る
の
が
正
し
い
。「
畏
」「
嵬
」
に
作
る
の
は
假
借
字
で
、
本
字
は
「

（
＝

）」
で
あ
る
。
卽
ち
「
山
林

之
畏
隹
」
と
は
「
山
林
が
入
り
組
ん
で
隈
に
な
っ
た
所
」
で
あ
る
。
ま
た
後
文
の
「
大
木
百
圍
之
竅
穴
」
は
、
周
圍
が
百
圍
も
あ
る
大
木
に
で
き

た
穴
と
い
う
意
で
あ
る
。

如
上
の
資
料
よ
り
推
す
に
、
本
來
、
四
方
の
果
て
に
は
谷
や
洞
穴
や
山
の
入
り
組
ん
だ
隈
の
よ
う
な
場
所
が
想
像
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
考
え
ら

れ
る
。
そ
の
場
所
か
ら
は
日
や
月
が
出
入
し
、
ま
た
風
が
出
入
す
る
と
信
じ
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

谷
の
よ
う
な
場
所
か
ら
風
が
吹
く
こ
と
は
『
山
海
經
』
に
も
見
え
る
。
南
山
經
に
は
「
又
東
四
百
里
、
至
于
旄
山
之
尾
。
其
南
有
谷
、
曰
育

遺
。
多
怪
鳥
。
凱
風
自
是
出
」
と
、
旄
山
の
麓
に
あ
る
「
育
遺
」
と
い
う
名
の
谷
か
ら
「
凱
風
」
が
吹
く
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
郭
璞
注
に
は

「
凱
風
、
南
風
」
と
あ
る
が
、「
凱
風
」
を
南
風
と
解
す
る
の
は
後
述
す
る
如
く
誤
り
で
あ
る
。
更
に
南
山
經
に
は
「
又
東
四
百
里
、
曰
令
丘
之
山
。

無
草
木
、
多
火
。
其
南
有
谷
焉
。
曰
中
谷
。
條
風
自
是
出
」
と
、
令
丘
の
山
の
南
に
あ
る
「
中
谷
」
と
い
う
名
の
谷
か
ら
「
條
風
」
が
吹
く
と
あ

る
。
こ
こ
で
も
郭
璞
注
は
「
東
北
風
爲
條
風
」
と
、「
東
北
」
と
い
う
方
位
を
配
當
し
て
「
條
風
」
を
解
釋
す
る
が
、
こ
れ
が
誤
り
で
あ
る
こ
と

に
つ
い
て
も
後
述
す
る
。

ま
た
『
淮
南
子
』
覽
冥
篇
に
は
「
鳳
凰
之
翔
至
德
也
、
雷
霆
不
作
、
風
雨
不
興
、
川
谷
不
澹
、
草
木
不
搖
。
…
…
遝
至
其
曾
逝
萬
仭
之
上
、

翔
四
海
之
外
、
過
崑
崙
之
疏
圃
、
飮
砥
柱
之
湍
瀬
、
邅
囘
蒙
氾
之
渚
、
尙
佯
冀
州
之
際
、
徑
躡
都
廣
、
入
日
抑
節
、
濯
羽
弱
水
、
暮
宿
風
穴
」

と
あ
り
、「
風
穴
」
が
鳳
凰
の
宿
る
場
所
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
記
述
に
よ
る
と
、
鳳
凰
は
至
德
の
君
の
在
不
在
に
よ
っ
て
、
善
に
で
も
惡
に
で

も
な
り
得
る
存
在
で
あ
る
が
、
留
意
す
べ
き
點
は
雷
や
風
雨
を
司
る
も
の
と
し
て
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。「
風
穴
」
は
高
誘
注
に
「
風
穴
、

北
方
寒
風
從
地
出
也
」
と
あ
る
に
よ
れ
ば
、
北
方
の
寒
風
が
吹
き
出
で
る
場
所
と
解
さ
れ
る
が
、
鳳
凰
が
天
帝
の
使
者
と
し
て
天
界
と
地
上
の
閒

を
行
き
來
す
る
存
在
で
あ
る
こ
と
と
、
旣
述
の
如
く
、
嘗
て
は
風
が
天
帝
の
命
に
よ
っ
て
地
上
に
吹
く
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
考
え
合
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わ
せ
る
と
、
鳳
凰
自
身
が
風
を
起
こ
す
と
こ
ろ
か
ら
の
附
名
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
或
い
は
殷
代
に
於
い
て
、「
風
」
字
が
「
鳳
」
字
を
借
り
て

刻
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
關
連
し
て
生
ま
れ
た
俗
信
で
あ
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
い
ず
れ
に
せ
よ
右
の
記
述
か
ら
は
洞
穴
か
ら
風
が
生
ず
る
こ
と
、

乃
至
は
洞
穴
に
風
を
司
る
者
の
存
在
が
信
じ
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
う
か
が
い
知
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

『
詩
經
』
の
詩
の
中
に
も
風
の
起
こ
る
場
所
が
示
さ
れ
て
い
る
句
が
あ
る
。
そ
れ
は
小
雅
・
谷
風
之
什
・
谷
風
篇
と
、
大
雅
・
生
民
之
什
・
卷

阿
篇
、
同
蕩
之
什
・
桑
柔
篇
で
あ
る
。

小
雅
・
谷
風
之
什
・
谷
風
篇
に
は
第
三
章
の
首
二
句
に
「
習
習
谷
風
、
維
山
崔
嵬
」
と
あ
る
。
こ
こ
に
見
え
る
「
谷
風
」
が
文
字
通
り
谷
か
ら

吹
く
風
で
あ
る
こ
と
は
、
旣
に
嚴
粲
や
聞
一
多
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
嚴
粲
は
「
自
大
谷
之
風
、
大
風
也
。
桑
柔
詩
、
大
風
有
隧
、
有
空

大
谷
」（『
詩
緝
』
卷
之
四
）
と
、
大
雅
・
蕩
之
什
・
桑
柔
篇
の
「
大
風
有
隧
、
有
空
大
谷
」
を
根
據
と
し
て
、「
谷
風
」
を
谷
か
ら
吹
く
大
風
と

解
し
て
お
り
、
更
に
聞
一
多
は
先
の
『
莊
子
』『
淮
南
子
』『
山
海
經
』
等
の
資
料
を
引
い
て
「
嚴
粲
引
錢
氏
曰
、
谷
風
、
谷
中
之
風
也
。
案
錢
說

是
也
。
古
人
以
爲
竅
穴
井
谷
之
類
、
爲
風
之
所
生
」、
ま
た
「
谷
風
旣
爲
起
自
山
谷
之
風
、
自
不
當
限
於
東
風
」（「
詩
經
通
義
（
甲
）」）
と
、
嚴

粲
說
を
是
と
し
、「
谷
風
」
を
東
風
と
解
す
る
說
を
非
と
す
る
。
大
風
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
首
肯
で
き
な
い
が
、
谷
か
ら
吹
く
風
と
解
す
る

點
に
つ
い
て
は
、
こ
こ
ま
で
檢
討
し
て
き
た
通
り
疑
う
餘
地
は
な
い
も
の
と
思
う
。
特
に
看
過
で
き
な
い
の
が
二
句
目
に
見
え
る
「
崔
嵬
」
の
語

で
あ
る
。
旣
述
の
如
く
、
こ
の
語
は
『
莊
子
』
齊
物
論
篇
に
見
え
る
「
畏
隹
」
と
同
義
で
、

（
山
の
隈く
ま

）
の
緩
言
で
あ
る
。
齊
物
論
篇
で
は
こ

の
場
所
か
ら
風
が
生
ず
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
た
が
、
谷
風
篇
に
於
い
て
こ
の
場
所
が
「
習
習
谷
風
、
維
山
崔
嵬
」
と
謠
わ
れ
た
の
は
、
谷
風
が

山
の
隈
か
ら
吹
く
こ
と
を
示
し
て
い
る
か
ら
に
他
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

嚴
粲
が
「
谷
風
」
解
釋
の
根
據
に
引
く
大
雅
・
蕩
之
什
・
桑
柔
篇
の
當
該
句
は
第
十
二
章
の
首
二
句
に
見
え
る
。
こ
こ
に
「
大
風
」
と
「
大

谷
」
が
併
記
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
こ
れ
ら
が
無
關
係
の
も
の
で
は
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
よ
う
。「
有
隧
」「
有
空
」
は
、「
有
」
字
が

形
容
語
を
作
る
助
字
で
あ
る
（
一
四
）の

で
、「
大
風
」
と
「
大
谷
」
を
そ
れ
ぞ
れ
形
容
す
る
語
と
解
し
得
る
（
一
五
）。

卽
ち
桑
柔
篇
の
「
大
風
有
隧
（
大
風
隧
た

る
有
り
）」
と
「
有
空
大
谷
（
空
た
る
有
り
大
谷
）」
の
關
係
は
、
谷
風
篇
の
「
習
習
谷
風
（
習
習
た
る
谷
風
）」
と
「
維
山
崔
嵬
（
山
の
崔
嵬
に
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維あ

り
）」
の
關
係
と
同
じ
で
、
吹
く
風
（「
大
風
有
隧
」「
習
習
谷
風
」）
と
、
そ
れ
が
生
ま
れ
た
場
所
（「
有
空
大
谷
」「
維
山
崔
嵬
」）
と
い
う
構

成
を
爲
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

大
雅
・
生
民
之
什
・
卷
阿
篇
第
一
章
首
二
句
に
見
え
る
「
有
卷
者
阿
、
飄
風
自
南
（
卷
た
る
有
る
は
阿
、
飄
風
南
よ
り
す
）」
も
ま
た
同
樣
に

「
飄
風
」
と
「
阿
」
が
併
記
さ
れ
て
い
る
。「
阿
」
は
、
例
え
ば
衞
風
・
考
槃
篇
で
は
「
考
槃
在
阿
」
と
、
川
の
曲
が
っ
て
い
る
場
所
の
意
で
用
い

ら
れ
（
一
六
）、
ま
た
『
楚
辭
』
山
鬼
篇
で
は
「
若
有
人
兮
山
之
阿
」
と
、
山
裾
の
曲
が
り
く
ね
っ
た
場
所
の
意
で
用
い
ら
れ
る
（
一
七
）が
、
段
玉
裁
が
『
說
文
』

阿
字
の
項
で
「
大
雅
有
卷
者
阿
、
傳
曰
、
卷
、
曲
也
。
然
則
此
阿
謂
曲

也
」
と
言
う
如
く
、
川
や
山
に
限
ら
ず
、
廣
く
曲
が
り
く
ね
っ
た
場
所

を
指
し
て
使
用
す
る
語
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
曲
が
り
く
ね
っ
て
入
り
組
ん
だ
山
の
隈
で
、
谷
風
篇
の
「
崔
嵬
」
と
同
義
の
語
と
解
す
る
。「
有
卷
」

は
曲
が
る
樣
を
形
容
す
る
語
（
一
八
）。
從
っ
て
當
該
句
は
、
南
方
に
あ
る
入
り
組
ん
だ
山
の
隈
か
ら
飄
風
が
吹
い
て
く
る
こ
と
を
謠
う
句
で
あ
る
こ
と
が

わ
か
る
。

以
上
の
如
く
、
風
は
『
詩
經
』
の
詩
の
中
で
も
谷
や
山
の
入
り
組
ん
だ
所
か
ら
吹
く
と
謠
わ
れ
、
先
に
引
用
し
た
他
文
獻
の
記
述
と
も
い
く
つ

か
の
共
通
點
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
と
思
う
。

『
詩
經
』
の
詩
に
謠
わ
れ
る
風
は
、
從
來
、
特
に
古
い
時
代
に
於
い
て
は
、
四
方
の
風
に
こ
じ
つ
け
て
解
釋
さ
れ
て
き
た
經
緯
が
あ
る
。
例
え

ば
邶
風
・
凱
風
篇
の
「
凱
風
」
は
、
毛
傳
に
は
「
南
風
謂
之
凱
風
」
と
、
南
風
で
あ
る
と
解
さ
れ
、
更
に
孔
穎
逹
は
「
南
風
謂
之
凱
風
、
釋
天
文
。

李
巡
曰
、
南
風
長
養
萬
物
、
萬
物
喜
樂
、
故
曰
凱
風
。
凱
、
樂
也
。
傳
以
風
性
樂
養
萬
物
、
又
從
南
風
而
來
、
故
云
樂
夏
之
長
也
」
と
、「
凱
」

を
樂
の
意
に
解
し
て
毛
傳
說
を
說
明
す
る
が
、
何
の
根
據
も
示
さ
れ
て
は
い
な
い
。
そ
の
他
、
陳
奐
・
王
先
謙
・
林
義
光
・
屈
萬
里
・
高
亨
・

程
俊
英
等
が
「
凱
風
＝
南
風
」
說
を
と
る
も
の
の
、
特
に
根
據
を
示
す
も
の
は
な
い
。
凱
風
篇
の
「
凱
風
」
は
、「
凱
風
自
南
」
と
謠
わ
れ
る
の

で
、
該
句
自
體
は
風
が
南
か
ら
吹
い
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
は
い
る
が
、「
凱
風
」
の
語
自
體
が
南
風
と
い
う
譯
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
そ
も
そ

も
「
凱
」
字
に
は
、
南
や
樂
の
意
は
な
い
。「
凱
」
は
馬
瑞
辰
や
聞
一
多
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
一
九
）如

く
、
大
の
意
で
あ
る
の
で
、「
凱
風
」
と

は
大
風
の
意
に
解
す
べ
き
な
の
で
あ
る
。
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先
の
「
谷
風
」
は
、
邶
風
・
谷
風
篇
第
一
章
に
も
「
習
習
谷
風
、
以
陰
以
雨
」
と
謠
わ
れ
て
お
り
、
毛
傳
が
こ
れ
を
「
東
風
謂
之
谷
風
」
と
、

東
風
と
解
し
て
い
る
。
以
後
、
毛
傳
を
踏
襲
す
る
說
が
多
く
、
孔
穎
逹
は
「
東
風
謂
之
谷
風
、
釋
天
文
也
。
孫
炎
曰
、
谷
之
言
穀
、
穀
、
生
也
。

谷
風
者
、
生
長
之
風
。
陰
陽
不
和
、
卽
風
雨
無
節
、
故
陰
陽
和
乃
谷
風
至
。
此
喩
夫
婦
、
故
取
於
生
物
」
と
、『
爾
雅
』
釋
天
に
毛
傳
と
同
文
が

あ
り
、
孫
炎
注
の
谷
を
穀
の
假
借
字
と
す
る
說
を
引
く
。
王
先
謙
も
「
谷
之
言
穀
者
、
取
同
聲
字
爲
訓
。
書
堯
典
、
宅
西
曰
昧
谷
、
縫
人
注
作
度

西
曰
柳
穀
、
莊
子
騈
拇
篇
、
臧
與
穀
二
人
相
與
牧
羊
、
崔
譔
本
穀
作
谷
、
是
谷
、
穀
字
通
」
と
、
同
樣
の
解
釋
で
あ
る
。
谷
が
穀
の
同
音
假
借
字

で
あ
る
こ
と
自
體
は
誤
り
の
な
い
こ
と
で
は
あ
る
が
、
こ
の
發
想
の
根
底
に
も
や
は
り
、
方
位
や
季
節
な
ど
に
無
理
に
こ
じ
つ
け
よ
う
と
す
る
傾

向
が
う
か
が
え
る
。
假
に
こ
の
よ
う
に
解
釋
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
桑
柔
篇
に
於
い
て
「
大
風
」
が
「
大
谷
」
と
併
記
さ
れ
、
ま
た
谷
風
篇
に
於
い

て
「
谷
風
」
が
「
崔
嵬
」
と
併
記
さ
れ
る
こ
と
の
理
由
を
ど
う
說
明
す
れ
ば
よ
い
の
で
あ
ろ
う
か
。

先
の
『
山
海
經
』
南
山
經
に
於
い
て
郭
璞
が
、「
育
遺
」
か
ら
吹
く
「
凱
風
」
を
南
風
と
解
し
、「
中
谷
」
か
ら
吹
く
「
條
風
」
を
東
北
風
と
解

す
る
說
も
、
こ
れ
ら
と
同
樣
に
「
凱
」
字
や
「
條
」
字
が
何
故
に
南
方
や
東
北
方
を
意
味
す
る
か
を
論
證
し
て
お
ら
ず
、
た
だ
い
ず
れ
か
の
方
角

を
配
當
し
よ
う
と
し
た
に
過
ぎ
な
い
。

確
か
に
雨
を
運
び
雲
を
呼
ぶ
風
は
、
穀
物
の
生
長
を
促
す
力
を
持
つ
と
信
じ
ら
れ
、
類
感
呪
術
的
に
女
性
の
懷
妊
や
多
產
を
も
た
ら
す
呪
力
を

も
持
つ
と
信
じ
ら
れ
て
き
た
。
し
か
し
そ
れ
を
「
谷
風
＝
穀
風
＝
東
風
＝
春
風
」
と
、
方
位
や
季
節
を
配
當
す
る
（
二
〇
）こ
と
に
よ
っ
て
說
明
す
る
の
は
、

後
の
陰
陽
五
行
思
想
に
基
づ
く
解
釋
を
取
り
込
ん
で
い
る
危
險
性
が
高
く
、
こ
れ
を
是
と
す
る
こ
と
は
到
底
で
き
な
い
の
で
あ
る
。

（
三
）

旣
述
の
如
く
風
に
は
、
他
の
自
然
現
象
と
同
樣
、
善
と
惡
の
二
面
性
が
あ
り
、
古
の
人
々
は
穀
物
の
生
長
を
促
す
順
風
を
長
く
と
ど
め
よ
う
と

風
を
祀
り
、
ま
た
穀
物
の
生
長
を
阻

し
、
生
活
の
安
寧
を
脅
か
す
暴
風
を
速
や
か
に
鎭
め
よ
う
と
風
を
祀
っ
た
の
で
あ
る
。
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『
詩
經
』
に
は
こ
の
兩
方
に
起
源
を
有
す
る
と
考
え
ら
れ
る
詩
が
收
錄
さ
れ
て
お
り
、
特
に
前
者
に
屬
す
る
詩
は
、
歌
垣
詩
（
鄭
風
・
蘀
兮
篇
（
二
一
））、

結
婚
の
祝
頌
詩
（
檜
風
・
匪
風
篇
（
二
二
））、

懷
妊
を
祈
願
す
る
詩
（
邶
風
・
凱
風
篇
（
二
三
））、

祖
靈
祭
祀
の
直
會
に
於
い
て
一
族
の
和
合
と
繁
榮
を
祈
願
す

る
詩
（
大
雅
・
生
民
之
什
・
卷
阿
篇
）
等
と
そ
の
祈
願
の
内
容
を
多
樣
に
展
開
さ
せ
て
い
る
と
い
う
特
徵
が
あ
る
。
こ
れ
に
對
し
て
後
者
に
屬
す

る
詩
、
卽
ち
暴
風
を
鎭
め
る
詩
は
、
一
貫
し
て
謠
い
手
の
不
遇
、
卽
ち
暴
風
に
よ
る
被

を
訴
え
る
内
容
に
終
始
し
て
い
る
と
い
う
特
徵
が
あ
る
。

風
の
善
の
側
面
に
祈
願
す
る
詩
の
多
く
が
、
實
現
の
願
わ
し
い
事
柄
を
言
葉
に
の
せ
て
謠
っ
て
い
る
の
に
對
し
て
、
風
の
惡
の
側
面
に
よ
る
災

を
囘
避
し
よ
う
と
す
る
詩
は
、
先
ず
不
幸
な
實
狀
を
訴
え
て
、
被

を
最
小
限
に
止
め
よ
う
と
し
て
い
る
。
そ
こ
に
は
實
現
の
願
わ
し
い
具
體
的

な
事
柄
を
謠
う
句
な
ど
な
く
、
た
だ
窮
狀
を
訴
え
て
生
活
の
囘
復
を
願
う
こ
と
だ
け
が
祈
願
の
目
的
と
な
っ
て
い
る
。
謠
い
手
た
だ
獨
り
が
身
を

置
い
て
い
る
不
幸
の
如
く
に
謠
わ
れ
る
内
容
は
、
實
は
共
同
體
全
體
の
不
幸
に
他
な
ら
な
い
。
そ
の
よ
う
な
共
同
體
全
員
の
不
幸
の
元
凶
で
あ
る

暴
風
を
鎭
め
よ
う
と
す
る
詩
が
、
以
下
に
解
釋
を
試
み
る
邶
風
・
終
風
篇
、
小
雅
・
節
南
山
之
什
・
何
人
斯
篇
、
同
谷
風
之
什
・
谷
風
篇
で
あ
る
。

い
ず
れ
の
詩
も
、
興
詞
中
に
風
や
風
の
神
を
呼
ぶ
特
殊
な
稱
謂
が
呪
物
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
。

先
ず
小
雅
・
谷
風
之
什
・
谷
風
篇
か
ら
解
釋
を
試
み
る
。
旣
述
の
如
く
、「
谷
風
」
は
文
字
通
り
谷
閒
か
ら
吹
く
風
で
、「
崔
嵬
」
は
山
林
が
入

り
組
ん
で
隈
に
な
っ
た
所
、
卽
ち
谷
閒
の
こ
と
で
あ
る
。

小
雅
・
谷
風
之
什
・
谷
風
篇
（
二
四
）

第
一
章　
　

習
習
谷
風
、
維
風
及
雨○

。
將
恐
將
懼
、
維
予
與
女○
。
將
安
將
樂
、
女
轉
棄
予○

。

第
二
章　
　

習
習
谷
風
、
維
風
及
頽◁

。
將
恐
將
懼
、
寘
予
于
懷◁

。
將
安
將
樂
、
棄
予
如
遺◁

。

第
三
章　
　

習
習
谷
風
、
維
山
崔
嵬◁

。
無
艸
不
死
、
無
木
不
萎◁

。
忘
我
大
德
、
思
我
小
怨□

。

（
押
韻　

第
一
章　

○
＝
魚
部
韻
。　

第
二
章　

△
＝
微
部
韻
。　

第
三
章　

△
＝
微
部
韻
、
□
＝
元
部
韻
…
微
元
合
韻
）

〈
語
釋
〉
○
「
習
習
」
は
聞
一
多
が
「
且
習
習
亦
本
大
風
之
聲
」（「
詩
經
通
義
（
甲
）」）
と
言
う
如
く
、
大
風
の
吹
く
音
の
擬
音
語
。
○
「
維

風
及
雨
」
の
「
及
」
は
裴
學
海
が
「
及
、
與
也
」
と
言
う
如
く
與
で
、「
…
…
ト
…
…
ト
」
と
讀
む
。
下
句
の
「
維
風
及
頽
」
の
「
及
」
も
同
じ
。
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○
「
將
恐
將
懼
」
の
「
將は

た
…
…
將
た
…
…
」
は
、
同
時
進
行
の
行
爲
を
表
す
。「
…
…
し
、
か
つ
…
…
す
」
の
意
。
○
「
維
予
與
女
」
の
「
予
」

は
こ
の
詩
の
謠
い
手
で
あ
る
巫
女
の
自
稱
。「
女
（
＝
汝
）」
は
風
の
神
を
指
し
て
呼
ぶ
稱
。
○
「
頽
」
は
聞
一
多
が
「
頽
讀
爲

、
訓
雷
」（「
詩

經
通
義
（
甲
）」）
と
言
う
如
く
、
雷
の
意
。
○
「
寘
」
は
鄭
玄
が
「
寘
、
置
也
」
と
言
う
如
く
、
置
く
意
。
○
「
遺
」
は
集
傳
に
「
如
遺
、
忘
去

而
不
復
存
省
也
」
と
あ
る
如
く
、
忘
れ
る
意
。
○
「
維
山
崔
嵬
」
の
「
維
」
は
聞
一
多
が
「
維
犹
在
也
」（「
詩
經
通
義
（
甲
）」）
と
、「
在
」
で

あ
る
と
解
す
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
該
句
は
「
山
の
崔
嵬
に
維あ

り
」
と
讀
め
る
。「
維
」
は
裴
學
海
が
「
惟
、
一
爲
在
字
之
義
。
字
通
作
維
」
と
し
、

「
在
」
と
解
し
得
る
こ
と
か
ら
、
聞
一
多
說
は
妥
當
で
あ
ろ
う
。
○
「
大
德
」
の
「
德
」
は
魏
風
・
碩
鼠
篇
「
莫
我
肯
德
」
を
『
呂
覽
』
擧
難
篇

が
「
莫
我
肯
得
」
に
作
り
、
李
富
孫
が
「
古
德
與
得
字
通
」（『
春
秋
三
傳
異
文
釋
』）
と
す
る
如
く
、
得
に
通
ず
る
。
大
得
と
は
、
風
の
神
か
ら

得
た
恩
惠
、
具
體
的
に
は
豐
饒
や
多
產
な
ど
の
恩
惠
を
指
す
。

各
章
首
二
句
は
毛
傳
、
集
傳
と
も
に
「
興
也
」
と
す
る
。
旣
述
の
如
く
「
谷
風
」
を
呪
物
と
す
る
興
詞
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
風
は
雨
を
伴
い

（「
維
風
及
雨
」）、
雷
を
伴
う
（「
維
風
及
頽
」）
も
の
と
し
て
謠
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
人
閒
に
恐
懼
を
抱
か
し
め
（「
將
恐
將
懼
」）、

す
べ
て
の
草
木
を
枯
ら
す
（「
無
艸
不
死
、
無
木
不
萎
」）
ほ
ど
の
災

を
も
た
ら
す
存
在
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
降
雨
が
あ
る
に
も
關
わ
ら
ず

草
木
が
死
に
絕
え
る
と
は
、
そ
の
雨
量
が
尋
常
な
ら
ざ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
よ
う
。
故
に
、
こ
の
詩
の
謠
い
手
で
あ
る
巫
女
が
、
風

の
神
に
一
心
に
仕
え
て
荒
れ
狂
う
暴
風
を
鎭
め
よ
う
と
す
る
（「
維
予
與
女
」「
寘
予
于
懷
」「
將
安
將
樂
」）
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
も
叶
わ
ぬ
（「
女

轉
棄
予
」「
棄
予
如
遺
」）
と
嘆
き
悲
し
む
内
容
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
從
っ
て
、
こ
の
詩
の
各
章
首
二
句
に
謠
わ
れ
る
風
の
興
詞
は
、
風
の

神
を
呼
び
招
き
、
暴
風
雨
に
よ
る
被

の
酷
さ
を
訴
え
て
風
を
鎭
め
る
目
的
で
謠
い
込
ま
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
。

如
上
の
語
釋
と
興
詞
の
解
釋
に
從
い
、
訓
讀
と
日
本
語
譯
を
以
下
に
記
す
。

〈
訓
讀
〉

第
一
章　
　

習
習
た
る
谷
風
、
維こ

れ
風
と
雨
と
。
將は

た
恐
れ
將
た
懼お
そ

れ
、
維
れ
予わ
れ

女
な
ん
ぢ

に
與く
み

せ
ん
。
將
た
安
ん
じ
將
た
樂
し
ま
し
め
ん
と
す
る
も
、

女
轉か
へ

つ
て
予
を
棄
つ
る
か
。
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第
二
章　
　

習
習
た
る
谷
風
、
維
れ
風
と
頽
か
み
な
り

と
。
將
た
恐
れ
將
た
懼
れ
、
予
を
懷
ふ
と
こ
ろ

に
寘お

け
。
將
た
安
ん
じ
將
た
樂
し
ま
し
め
ん
と
す
る
も
、

予
を
棄
て
て
遺わ
す

る
る
が
如
し
。

第
三
章　
　

習
習
た
る
谷
風
、
山
の
崔
嵬
に
維あ

り
。
艸
と
し
て
死
せ
ざ
る
は
無
く
、
木
と
し
て
萎
え
ざ
る
は
無
し
。
我
が
大
德
を
忘
れ
、
我
が
小

怨
を
思
は
ん
。

〈
日
本
語
譯
〉

第
一
章　
　

ひ
ゅ
う
ひ
ゅ
う
と
谷
か
ら
吹
く
風
、
風
に
雨
も
混
じ
る
。
貴
方
を
恐
れ
懼
れ
つ
つ
、
私
は
貴
方
に
（
心
の
底
か
ら
）
仕
え
た
い
と
願

う
。
貴
方
を
安
ん
じ
樂
し
ま
せ
た
い
の
に
、
貴
方
は
却
っ
て
私
を
棄
て
去
ろ
う
と
い
う
の
か
。

第
二
章　
　

ひ
ゅ
う
ひ
ゅ
う
と
谷
か
ら
吹
く
風
、
風
に
雷
も
混
じ
る
。
貴
方
を
恐
れ
懼
れ
つ
つ
、
私
を
貴
方
の
懷
ふ
と
こ
ろ

に
入
れ
て
欲
し
い
と
願
う
。

貴
方
を
安
ん
じ
樂
し
ま
せ
た
い
の
に
、
貴
方
は
私
を
棄
て
て
も
う
忘
れ
て
し
ま
っ
た
か
の
よ
う
だ
。

第
三
章　
　

ひ
ゅ
う
ひ
ゅ
う
と
谷
か
ら
吹
く
風
、
そ
れ
は
山
の
隈
に
宿
る
も
の
。
草
は
こ
と
ご
と
く
死
に
果
て
て
、
木
は
こ
と
ご
と
く
枯
れ
果
て

て
し
ま
っ
た
。（
こ
の
ま
ま
大
風
が
止
ま
ぬ
な
ら
）
私
は
貴
方
に
い
た
だ
い
た
數
多
の
恩
を
忘
れ
、
身
の
内
に
巣
く
っ
た
小
さ
な
怨

み
を
深
く
し
て
し
ま
い
そ
う
だ
。

神
を
祀
る
詩
の
多
く
は
、
巫
覡
が
神
の
來
臨
を
冀
う
演
出
方
法
と
し
て
、
神
と
巫
覡
と
の
神
婚
形
式
を
と
る
。
例
え
ば
、
衞
風
・
考
槃
篇
は
碩

人
（
＝
水
神
）
と
巫
女
と
の
神
婚
形
式
を
と
っ
た
迎
神
詩
で
あ
る
（
二
五
）し
、
ま
た
召
南
・
艸
蟲
篇
は
君
子
（
＝
祖
靈
）
と
巫
女
と
の
神
婚
形
式
を
と
っ

た
迎
神
詩
で
あ
る
（
二
六
）。
そ
の
内
容
は
あ
た
か
も
女
性
が
男
性
を
戀
う
る
が
如
く
に
謠
わ
れ
て
い
る
。
迎
神
詩
が
戀
愛
詩
と
誤
解
さ
れ
る
所
以
で
あ
る
。

神
婚
と
は
、
神
と
人
と
の
交
流
を
劇
的
に
演
出
す
る
手
段
の
一
つ
で
あ
る
。
宗
敎
詩
の
中
で
も
迎
神
詩
や
送
神
詩
が
神
婚
と
い
う
演
出
方
法
を

と
っ
て
謠
わ
れ
る
こ
と
が
多
い
の
は
、
巫
女
と
い
う
特
異
な
存
在
の
爲
で
あ
ろ
う
（
二
七
）。

人
が
神
を
祀
る
場
合
、
そ
れ
が
目
に
見
え
ぬ
も
の
で
あ
る
が

故
に
、
神
と
人
と
を
媒
介
す
る
者
の
存
在
が
不
可
缺
と
な
る
。
そ
れ
は
聖
と
俗
の
中
閒
に
位
置
し
、
神
と
人
と
の
閒
を
仲
介
す
る
役

を
擔
う
も

の
で
、
必
ず
神
に
占
有
さ
れ
る
存
在
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
。



『
詩
經
』「
寧
風
」
詩
考

一
三
七

谷
風
篇
が
あ
た
か
も
暴
虐
な
男
性
と
虐
げ
ら
れ
る
女
性
の
こ
と
を
謠
っ
て
い
る
か
の
如
き
内
容
で
あ
る
の
は
、
實
は
こ
れ
も
神
と
巫
女
と
の
交

流
を
劇
的
に
演
出
し
よ
う
と
い
う
意
圖
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
こ
の
詩
の
謠
わ
れ
た
背
景
に
は
、
考
槃
篇
や
艸
蟲
篇
等
と
同
樣
、
神
と
巫

女
と
の
神
婚
と
い
う
發
想
が
存
在
し
て
い
た
と
見
る
べ
き
な
の
で
あ
る
。

小
雅
・
谷
風
之
什
・
谷
風
篇
は
、
風
の
神
を
來
臨
せ
し
め
、
暴
風
雨
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
被

の
甚
大
さ
を
訴
え
、
風
の
鎭
ま
る
こ
と
を

祈
願
す
る
詩
で
あ
る
こ
と
が
理
解
さ
れ
た
と
思
う
。

次
に
邶
風
・
終
風
篇
の
解
釋
を
試
み
る
。

邶
風
・
終
風
篇

第
一
章　
　

終
風
且
暴○

、
顧
我
則
笑◎

。
謔
浪
笑
敖◎

、
中
心
是
悼○

。

第
二
章　
　

終
風
且
霾◁

、
惠
然
肯
來◁
。
莫
往
莫
來◁

、
悠
悠
我
思◁

。

第
三
章　
　

終
風
且
曀◆

、
不
日
有
曀◆

。
寤
言
不
寐
、
願
言
則
嚔◆

。

第
四
章　
　

噎
噎
其
陰
、
虺
虺
其
靁◀

。
寤
言
不
寐
、
願
言
則
懷◀

。

（
押
韻　

第
一
章　

○
＝
藥
部
韻
、
◎
＝
宵
部
韻
…
藥
宵
通
韻
。　

第
二
章　

△
＝
之
部
韻
。　

第
三
章　

◆
＝
質
部
韻
。　

第
四
章　

▲
＝
微
部
韻
）

〈
語
釋
〉
○
「
終
風
」
の
「
終
」
に
つ
い
て
は
王
引
之
が
「
終
字
皆
當
訓
爲
旣
」（『
經
義
述
聞
』）
と
言
う
。
旣
（
す
で
︱
ニ
）
の
意
。
○
「
暴
」

は
林
義
光
が
「
暴
讀
爲
瀑
。
說
文
云
、
瀑
、
疾
雨
也
」
と
言
う
如
く
瀑
で
、
雨
が
激
し
く
降
る
意
。「
あ
め
は
げ
︱
シ
」
と
讀
む
。
○
「
顧
我
則

笑
」
の
「
我
」
は
こ
の
詩
の
謠
い
手
た
る
巫
女
の
自
稱
。
風
を
鎭
め
る
役

を
擔
う
者
で
あ
る
。
巫
女
を
顧
み
て
笑
う
の
は
擬
人
化
さ
れ
た
風
の

神
で
あ
る
。
○
「
謔
浪
」
は
戲
れ
ふ
ざ
け
る
意
。
○
「
笑
敖
」
は
陳
奐
が
「
笑
敖
者
、
謔
之
狀
也
」
と
言
う
如
く
、
ふ
ざ
け
る
樣
を
形
容
す
る
語
。

○
「
悼
」
は
朱
熹
が
「
悼
、
傷
也
」
と
言
う
如
く
、
傷
つ
き
傷
む
、
悲
し
み
傷
む
意
。
○
「
霾
」
は
毛
傳
に
「
霾
、
雨
土
也
」
と
あ
り
、
程
俊
英

が
「
霾
、
大
風
刮
得
塵
土
飛
揚
。
古
人
稱
爲
雨
土
」
と
言
う
如
く
、
土
煙
を
あ
げ
て
雨
を
降
ら
せ
る
こ
と
。「
つ
ち
︱
フ
ル
」
と
讀
む
。
○
「
惠
」
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は
集
傳
に
「
惠
、
順
也
」
と
あ
り
、「
然
」
は
物
事
を
形
容
す
る
語
を
作
る
助
字
で
あ
る
の
で
、「
惠
然
」
は
從
順
に
從
う
樣
を
形
容
す
る
語
。
○

「
肯
」
は
鄭
玄
が
「
肯
、
可
也
」
と
言
い
、
ま
た
『
助
字
辨
略
』
に
「
爾
雅
云
、
可
也
。
愚
案
、
肯
、
願
辭
也
。
心
誠
願
之
、
故
爲
可
也
」
と
あ

る
如
く
、
願
望
を
表
す
助
字
で
、
可
（
べ
︱
シ
）
と
讀
む
。「
惠
然
肯
來
」
と
は
荒
れ
狂
う
風
が
止
ん
で
、
穩
や
か
な
順
風
が
來
ら
ん
こ
と
を
願

う
句
。
○
「
悠
悠
」
は
程
俊
英
が
「
悠
悠
、
形
容
思
念
之
情
綿
綿
不
斷
貌
」
と
言
う
如
く
、
強
い
思
念
を
斷
ち
切
る
こ
と
が
で
き
な
い
樣
を
形
容

す
る
語
。
○
「
曀
」
は
陳
奐
が
「
曀
、
亦
陰
也
。
釋
名
、
曀
、
翳
也
。
小
爾
雅
、
曀
、
冥
也
」
と
言
う
如
く
、
陰
り
曇
る
意
。
○
「
不
日
」
は
聞

一
多
が
「
不
日
、
無
定
日
也
。
君
子
于
役
、
不
日
不
月
、
與
上
章
不
知
其
期
幷
列
、
亦
謂
無
定
期
也
」（「
詩
經
通
義
（
乙
）」）
と
言
う
如
く
、
時

期
の
定
ま
ら
ぬ
こ
と
で
、
ふ
い
に
、
時
な
ら
ず
し
て
の
意
。
○
「
有
」
は
王
引
之
が
「
有
犹
又
也
」（『
經
傳
釋
詞
』）
と
言
う
如
く
、
又
（
ま
た
）

の
意
。
○
「
言
」
は
王
引
之
が
「
言
犹
云
也
。
語
詞
也
」（『
經
傳
釋
詞
』）
と
言
う
如
く
語
助
詞
で
、「
こ
こ
︱
ニ
」
と
讀
む
。
○
「
嚔
」
は
馬
瑞

辰
が
「
釋
文
本
作
疌
者
、
從
崔
集
注
本
也
。
釋
文
云
、
本
又
作
啑
者
、
啑
卽
嚏
字
之
俗
、
廣
韻
以
啑
爲
嚏
俗
字
、
是
也
。
釋
文
云
、
又
作
疐
、
劫

也
者
、
乃
王
肅
本
、
孔
疏
引
王
肅
云
、
疐
、
劫
不
行
也
、
願
以
母
衟
往
加
之
、
我
則
疐
跲
而
不
行
、
是
也
。
說
文
、
疐
、
礙
不
行
也
。
从

、
引

而
止
之
也
。
疐
通
作
躓
。
…
…
則
此
章
當
從
王
肅
本
作
疐
爲
是
」
と
、
疌
・
啑
・
嚏
（
嚔
）
は
俗
字
で
、
疐
が
本
字
で
あ
る
と
す
る
の
が
正
し

い
。
但
し
、
疐
を
躓
（
つ
ま
ず
く
）
の
意
に
解
す
る
の
は
誤
り
。
馬
瑞
辰
の
引
く
『
說
文
』
を
そ
の
後
文
と
と
も
に
改
め
て
引
用
す
る
と
、「
疐
、

礙
不
行
也
。
从

、
引
而
止
之
也
。

者
、
如

馬
之
鼻
、
从
冂
、
此
與
牽
同
意
」
と
あ
り
、
も
と
手
綱
を
牽
い
て
馬
を
ひ
き
と
め
る
意
で
あ
る
。

こ
こ
は
風
の
神
を
ひ
き
と
め
て
先
へ
行
か
せ
な
い
意
に
解
す
る
。
○
「
曀
曀
」
は
集
傳
に
「
曀
曀
、
陰
貌
」
と
あ
る
如
く
、
空
が
曇
る
樣
。
前
章

で
は
曇
り
と
晴
れ
が
繰
り
返
さ
れ
る
天
候
を
謠
っ
て
い
た
が
、
こ
こ
は
眞
っ
暗
に
曇
る
こ
と
を
い
う
。
○
「
虺
虺
」
は
李
雲
光
が
「
案
虺
虺
、
聲

也
。
狀
疾
雷
奮
擊
之
聲
。
以
字
音
爲
義
」
と
言
う
如
く
、
雷
が
激
し
く
鳴
る
音
の
擬
音
語
。
○
「
懷
」
は
鄭
玄
が
「
懷
、
安
也
」
と
言
う
如
く
、

安
ん
ず
る
意
。「
願
言
則
懷
」
と
は
、
風
の
神
が
巫
女
の
も
と
に
安
ら
う
こ
と
を
願
う
句
。
そ
れ
は
風
の
神
が
祀
り
を
受
け
入
れ
、
暴
風
を
鎭
め

て
欲
し
い
と
い
う
巫
女
の
願
い
が
聞
き
入
れ
ら
れ
る
こ
と
を
指
す
。

各
章
首
二
句
は
、
毛
傳
が
「
興
也
」
と
し
、
こ
れ
を
鄭
箋
が
「
興
者
、
喩
州
吁
之
爲
不
善
、
如
終
風
之
無
休
止
、
而
其
閒
又
有
甚
惡
悼
者
」
と
、
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一
三
九

不
善
の
行
い
を
續
け
る
公
子
州
吁
を
、
吹
き
止
ま
ぬ
終
風
に
喩
え
た
も
の
と
解
す
る
。
し
か
し
こ
れ
が
男
性
の
比
喩
な
ど
で
は
な
く
、
風
そ
の

も
の
を
呪
物
と
す
る
興
詞
で
あ
る
こ
と
は
、
先
の
谷
風
篇
と
同
じ
で
あ
る
。
こ
の
詩
の
中
の
風
も
谷
風
篇
同
樣
、
豪
雨
（「
暴
」「
霾
」）
や
雨
雲

（「
曀
」「
噎
噎
其
陰
」）
や
雷
鳴
（「
虺
虺
其
靁
」）
を
伴
う
、
望
ま
し
か
ら
ざ
る
存
在
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
卽
ち
終
風
篇
に
於
い
て
風

の
興
詞
が
使
用
さ
れ
る
目
的
は
、
や
は
り
風
を
鎭
め
る
こ
と
に
あ
る
こ
と
が
理
解
さ
れ
よ
う
。

で
は
次
に
如
上
の
語
釋
と
興
詞
の
解
釋
に
從
っ
て
訓
讀
と
日
本
語
譯
を
記
す
。

〈
訓
讀
〉

第
一
章　
　

終す
で

に
風
ふ
き
且
つ
暴
あ
め
は
げ

し
。
我
を
顧
み
て
則
ち
笑
ふ
。
謔
浪
せ
ら
る
る
こ
と
笑
敖
た
り
、
中
心
是
れ
悼い
た

む
。

第
二
章　
　

終
に
風
ふ
き
且
つ
霾つ
ち

ふ
る
。
惠
然
と
し
て
來
た
る
肯べ

し
。
往
く
莫
く
來
た
る
莫
く
、
悠
悠
と
し
て
我
思
ふ
。

第
三
章　
　

終
に
風
ふ
き
且
つ
噎く
も

り
、
日
な
ら
ず
し
て
有ま
た

噎
る
。
寤さ

め
て
言こ
こ

に
寐い

ね
ら
れ
ず
、
願
は
く
は
言
に
則
ち
嚔
ひ
き
と

め
ん
。

第
四
章　
　

噎
噎
と
し
て
其
れ
陰か
げ

り
、
虺
虺
と
し
て
其
れ
靁
す
。
寤
め
て
言
に
寐
ね
ら
れ
ず
、
願
は
く
は
言
に
則
ち
懷や
す

ん
ぜ
よ
。

〈
日
本
語
譯
〉

第
一
章　
　

風
は
吹
き
す
さ
び
激
し
い
雨
を
降
ら
す
。
あ
の
人
（
＝
風
の
神
）
は
私
を
振
り
返
り
見
て
は
笑
う
だ
け
。
あ
の
人
に
も
て
あ
そ
ば
れ

る
ば
か
り
で
、
私
の
心
は
傷
つ
き
傷
む
。

第
二
章　
　

風
は
吹
き
す
さ
び
土
煙
を
あ
げ
て
雨
を
降
ら
す
。
穩
や
か
な
風
吹
く
こ
と
を
願
っ
て
止
ま
ぬ
。
行
き
つ
戾
り
つ
し
て
（
風
の
神
の
來

臨
を
待
ち
焦
が
れ
）、
斷
ち
切
れ
ぬ
我
が
思
い
。

第
三
章　
　

風
吹
き
す
さ
び
空
か
き
曇
り
、（
晴
れ
た
と
思
え
ば
）
ふ
い
に
ま
た
曇
る
。（
風
の
神
の
來
臨
を
待
ち
焦
が
れ
て
）
目
覺
め
て
は
寢
も

や
ら
ぬ
、
我
が
も
と
に
（
風
の
神
を
）
ひ
き
と
め
た
い
と
願
う
。

第
四
章　
　

雲
は
黑
く
垂
れ
込
め
て
、
雷
鳴
は
响
き
渡
る
。（
風
の
神
の
來
臨
を
待
ち
焦
が
れ
て
）
目
覺
め
て
は
寢
も
や
ら
ぬ
、（
風
の
神
よ
）
ど

う
か
我
が
も
と
に
安
ん
じ
給
え
。
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終
風
篇
の
詩
意
に
つ
い
て
毛
序
は
「
終
風
、
衞
莊
姜
傷
己
也
。
遭
州
吁
之
暴
、
見
侮
慢
、
而
不
能
正
也
」
と
、
衞
の
莊
姜
が
公
子
州
吁
に
亂
暴

な
扱
い
を
受
け
た
こ
と
を
傷
む
詩
と
解
し
、
朱
熹
は
「
莊
公
之
爲
人
、
狂
蕩
暴
疾
、
莊
姜
蓋
不
忍
斥
言
之
。
故
但
以
終
風
且
暴
爲
比
」
と
、
州
吁

で
は
な
く
莊
公
が
莊
姜
に
對
し
て
行
っ
た
暴
慢
な
行
い
を
風
に
喩
え
た
と
解
す
る
。
以
後
、
長
く
こ
の
詩
は
女
が
男
に
暴
虐
な
扱
い
を
受
け
た
こ

と
を
暴
風
に
喩
え
た
も
の
と
解
釋
さ
れ
續
け
て
き
た
。
唯
一
、
赤
塚
忠
の
み
が
こ
の
詩
を
「
風
を
祭
る
詩
（
二
八
）」
で
あ
る
と
し
て
、
殷
代
の
風
祭
り
を

繼
承
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
（
二
九
）。
但
し
、
殘
念
な
が
ら
終
風
篇
の
詳
し
い
解
釋
は
殘
さ
れ
て
い
な
い
。

從
來
の
終
風
篇
の
解
釋
が
、
亂
暴
な
男
性
を
暴
風
に
喩
え
た
と
す
る
の
は
、
原
義
を
解
釋
す
る
側
か
ら
見
る
と
實
は
逆
で
、
狂
暴
に
吹
き
荒
ぶ

風
が
擬
人
化
さ
れ
て
、
あ
た
か
も
人
閒
の
男
が
女
に
暴
虐
を
は
た
ら
い
た
か
の
如
く
に
表
現
さ
れ
た
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
風
を
鎭
め

る
内
容
を
謠
う
詩
全
體
に
共
通
す
る
こ
と
で
も
あ
る
。

擬
人
化
さ
れ
た
風
に
對
し
て
、
一
心
に
仕
え
よ
う
と
す
る
巫
女
は
「
中
心
是
悼
」「
莫
往
莫
來
、
悠
悠
我
思
」「
寤
言
不
寐
」
と
、
た
だ
惱
み
憂

え
る
ば
か
り
で
あ
る
。
巫
女
の
願
い
は
唯
一
つ
、
暴
風
が
鎭
ま
っ
て
順
風
の
來
た
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
を
「
惠
然
肯
來
（
惠
然
と
し
て
來
た
る

肯べ

し
）」
と
謠
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
更
に
第
三
、四
章
に
て
「
願
言
則
嚔
」「
願
言
則
懷
」
と
謠
う
こ
と
で
、
我
が
も
と
に
來
臨
し
、
そ
の
祀
り

を
受
け
入
れ
ら
れ
ん
こ
と
を
祈
り
、
風
の
鎭
ま
る
こ
と
を
祈
願
す
る
内
容
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
第
三
、四
章
に
見
え
る
「
寤
言
不
寐
」
と
は
、
風
の
神
の
來
臨
を
待
ち
焦
が
れ
る
巫
女
が
、
そ
の
思
い
の
切
な
る
が
爲
に
、
眠
る
こ
と
も

ま
ま
な
ら
ぬ
を
謠
う
句
で
あ
る
。
ち
ょ
う
ど
周
南
・
關
雎
篇
の
「
求
之
不
得
、
寤
寐
思
服
、
悠
哉
悠
哉
、
輾
轉
反
側
」
を
彷
彿
と
さ
せ
る
句
で
あ

る
が
、
こ
の
よ
う
に
神
の
來
た
る
を
待
ち
侘
び
る
巫
女
の
所
作
が
、
人
閒
の
男
の
來
た
る
を
戀
う
る
女
の
所
作
を
借
り
て
演
出
さ
れ
て
い
る
こ
と

は
、
旣
述
の
如
く
迎
神
儀
禮
を
劇
的
に
演
出
し
よ
う
と
い
う
意
圖
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

最
後
に
小
雅
・
節
南
山
之
什
・
何
人
斯
篇
の
解
釋
を
試
み
る
。
紙
數
の
都
合
で
語
釋
は

愛
す
る
。

小
雅
・
節
南
山
之
什
・
何
人
斯
篇
（
三
〇
）

第
一
章　
　

彼
何
人
斯
、
其
心
孔
艱○

。
胡
逝
我
梁
、
不
入
我
門○

。
伊
誰
云
從
、
維
暴
之
云○
。
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第
二
章　
　

二
人
從
行
、
誰
爲
此
禍◁

。
胡
逝
我
梁
、
不
入
唁
我◁

。
始
者
不
如
今
、
云
不
我
可◁

。

第
三
章　
　

彼
何
人
斯
、
胡
逝
我
陳□

。
我
聞
其
聲
、
不
見
其
身□

。
不
愧
于
人□

、
不
畏
于
天□

。

第
四
章　
　

彼
何
人
斯
、
其
爲
飄
風◎

。
胡
不
自
北
、
胡
不
自
南◎

。
胡
逝
我
梁
、
祇
攪
我
心◎

。

第
五
章　
　

爾
之
安
行
、
亦
不
遑
舍●

。
爾
之
亟
行
、
遑
脂
爾
車●

。
壹
者
之
來
、
云
何
其
盱●

。

第
六
章　
　

爾
還
而
入
、
我
心
易▷

也
。
還
而
不
入
、
否
難
知◀

也
。
壹
者
之
來
、
俾
我
祇◀

也
。

第
七
章　
　

伯
氏
吹
壎
、
仲
氏
吹
篪◀

。
及
爾
如
貫
、
諒
不
我
知◀

。
出
此
三
物
、
以
詛
爾
斯◀

。

第
八
章　
　

爲
鬼
爲
蜮◆

、
則
不
可
得◆

、
有
靦
面
目
、
視
人
罔
極◆

。
作
此
好
歌
、
以
極
反
側◆

。

（
押
韻　

第
一
章　

○
＝
文
部
韻
。　

第
二
章　

△
＝
歌
部
韻
。　

第
三
章　

□
＝
眞
部
韻
。　

第
四
章　

◎
＝
侵
部
韻
。　

第
五
章　

●
＝
魚
部
韻
。　

第
六
章　

▽
＝
錫
部
韻
、
▲
＝
支
部
韻
…
錫
支
通
韻
。　

第
七
章　

▲
＝
支
部
韻
。　

第
八
章　

◆
＝
職
部
韻
）

〈
訓
讀
〉

第
一
章　
　

彼
は
何
人
ぞ
、
其
の
心
孔
は
な
は

だ
艱か
た

し
。
胡な
ん

ぞ
我
が
梁や
な

に
逝お
よ

ぶ
も
、
我
が
門
に
入
ら
ざ
る
。
伊そ

れ
誰
に
か
云こ
こ

に
從
は
ん
、
維ひ
と

り
暴
の
之も
の

の
み
な
ら
ん
。

第
二
章　
　

二
人
從
ひ
行
か
ん
と
す
る
も
、
誰
か
此
の
禍
を
爲
せ
り
。
胡
ぞ
我
が
梁
に
逝
ぶ
も
、
入
り
て
我
を
唁と

は
ざ
る
。
始
め
は
今
の
如
く
な

ら
ざ
る
も
、
云
に
我
を
可よ
み

せ
ず
。

第
三
章　
　

彼
は
何
人
ぞ
、
胡
ぞ
我
が
陳
に
逝
ぶ
。
我
其
の
聲
を
聞
く
も
、
其
の
身
を
見
ず
。
人
に
愧
ぢ
ず
、
天
を
畏
れ
ず
。

第
四
章　
　

彼
は
何
人
ぞ
、
其
れ
飄
風
爲た

り
。
胡
ぞ
北
よ
り
せ
ざ
る
、
胡
ぞ
南
よ
り
せ
ざ
る
。
胡
ぞ
我
が
梁
に
逝
び
て
、
祇た

だ
我
が
心
を
攪み
だ

す
。

第
五
章　
　

爾
な
ん
ぢ

の
安
行
す
る
も
、
亦
舍い
こ

ふ
に
遑
い
と
ま

あ
ら
ず
。
爾
の
亟
行
す
る
も
、
爾
の
車
に
脂
さ
す
に
遑
あ
ら
ん
や
。
壹
む
か
し

は
之こ

れ
來
た
る
に
、

云
に
何
ぞ
其
れ

盱
ま
わ
り
み
ち

す
る
。

第
六
章　
　

爾
還
り
て
入
ら
ば
、
我
が
心
易
よ
ろ
こ

ば
ん
。
還
り
て
入
ら
ず
ん
ば
、
否
は
な
は

だ
知
り
難
し
。
壹
は
之
れ
來
た
る
に
、
我
を
し
て
祇や

ま
し
む
。
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四
二

第
七
章　
　

伯
氏
壎
を
吹
き
、
仲
氏
篪
を
吹
く
が
ご
と
し
。
爾
と
貫
の
如
く
な
る
も
、
諒
ま
こ
と

に
我
を
知
ら
ず
。
此
の
三
物
を
出
し
、
以
て
爾
に
詛ち
か

ふ
。

第
八
章　
　

鬼
の
爲ご
と

く
蜮
の
爲
く
、
則
ち
得
べ
か
ら
ざ
る
も
、
靦
た
る
有
り
面
目
も
て
、
人
に
視し
め

す
に
極
ま
る
罔な

し
。
此
の
好
歌
を
作
り
、
以
て

反
側
を
極
め
ん
。

〈
日
本
語
譯
〉

第
一
章　
　

あ
の
人
は
誰
だ
ろ
う
、
そ
の
人
の
心
を
讀
む
の
は
と
て
も
難
し
い
。
何
故
貴
方
は
私
と
懇
ろ
に
な
っ
て
も
、
私
の
家
を
訪
れ
よ
う
と

し
な
い
の
か
（
＝
私
と
正
式
に
婚
禮
を
擧
げ
よ
う
と
し
な
い
の
か
）。
私
は
誰
に
從
っ
た
ら
よ
い
の
か
、
そ
れ
は
ひ
と
り
あ
の
亂
暴

な
人
（
＝
暴
風
を
起
こ
し
て
い
る
風
の
神
）
し
か
い
な
い
の
だ
。

第
二
章　
　

あ
な
た
と
二
人
寄
り
添
っ
て
行
こ
う
と
し
て
い
る
の
に
、
一
體
誰
が
こ
ん
な
禍
を
起
こ
し
た
の
か
。
何
故
貴
方
は
私
と
懇
ろ
に
な

っ
て
も
、
我
が
家
を
訪
れ
て
私
の
名
を
た
ず
ね
（
て
婚
禮
を
擧
げ
）
よ
う
と
し
な
い
の
か
。
昔
は
こ
ん
な
ふ
う
で
は
な
か
っ
た
の
に
、

（
今
で
は
）
も
う
私
を
愛
し
て
は
く
れ
ぬ
。

第
三
章　
　

あ
の
人
は
誰
だ
ろ
う
、
何
故
貴
方
は
（
結
婚
の
意
思
も
な
い
の
に
）
私
と
懇
ろ
に
な
ろ
う
と
す
る
の
か
。
私
は
貴
方
の
聲
を
聞
い
た

が
、
そ
の
お
姿
を
ま
だ
見
た
こ
と
が
な
い
。
人
に
も
恥
じ
ず
、
天
を
も
畏
れ
ぬ
そ
の
振
る
舞
い
。

第
四
章　
　

あ
の
人
は
誰
だ
ろ
う
、
そ
れ
は
暴
風
（
を
起
こ
す
神
）
で
あ
る
。（
そ
の
風
は
）
何
故
北
（
時
節
に

っ
た
方
角
）
か
ら
吹
か
ぬ
の
か
、

何
故
南
（
時
節
に

っ
た
方
角
）
か
ら
吹
か
ぬ
の
か
。
何
故
貴
方
は
私
を
弄
ん
で
は
、
い
た
ず
ら
に
私
の
心
を
亂
し
て
ば
か
り
い
る

の
か
。

第
五
章　
　

貴
方
は
ゆ
っ
く
り
行
く
時
さ
え
、
休
む
暇
な
ど
な
い
と
言
う
。
ま
し
て
急
い
で
行
く
時
に
、
車
輪
に
脂
さ
す
暇
な
ど
あ
ろ
う
は
ず
も

な
い
の
に
。
昔
は
こ
こ
に
來
て
く
れ
た
の
に
、
今
で
は
何
故
わ
ざ
と
囘
り
衟
な
ど
す
る
の
か
。

第
六
章　
　

貴
方
が
こ
こ
に
歸
っ
て
き
て
く
れ
る
な
ら
、
私
は
心
穩
や
か
に
な
る
だ
ろ
う
。
貴
方
が
こ
こ
に
歸
っ
て
き
て
く
れ
ぬ
か
ら
、
そ
の
心

の
内
が
わ
か
ら
ぬ
の
だ
。
昔
は
こ
こ
に
來
て
く
れ
た
の
に
、
今
で
は
私
を
惱
ま
せ
る
ば
か
り
だ
。
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第
七
章　
　

兄
が
土
笛
を
吹
き
、
弟
が
竹
笛
を
吹
き
和
す
る
よ
う
に
仲
睦
ま
じ
か
っ
た
私
た
ち
。
貴
方
と
私
は
貫
か
れ
て
離
れ
な
い
二
つ
の
貝
の

よ
う
に
情
を
通
じ
て
い
た
の
に
、
貴
方
は
本
當
は
私
の
こ
と
を
わ
か
っ
て
は
く
れ
な
か
っ
た
。
私
は
生
贄
を
供
え
、
貴
方
に
生
涯
仕

え
ん
こ
と
を
誓
う
。

第
八
章　
　

鬼
神
の
よ
う
に
水
神
の
よ
う
に
、
こ
の
目
で
見
る
こ
と
の
か
な
わ
ぬ
貴
方
は
、
自
分
勝
手
に
振
る
舞
っ
て
私
に
ひ
ど
い
仕
打
ち
を
す

る
。
だ
か
ら
こ
の
善
き
歌
を
作
っ
て
（
謠
い
、
善
き
言
靈
の
呪
力
を
か
り
て
）、
不
誠
實
さ
を
責
め
（
て
、
暴
風
の
鎭
ま
ら
ん
こ
と

を
祈
）
る
の
だ
。

第
一
章
首
句
の
「
彼
何
人
斯
（
あ
の
人
は
誰
か
）」
は
、
擬
人
化
し
た
風
の
神
を
指
し
て
呼
ぶ
稱
で
あ
る
。「
あ
の
人
」
と
、
呼
ぶ
對
象
を
明
確

に
言
わ
な
い
の
は
神
の
名
を
直
接
呼
ぶ
こ
と
を
忌
避
し
た
も
の
で
あ
り
、
陳
風
・
澤
陂
篇
の
「
美
一
人
」
や
秦
風
・
蒹
葭
篇
の
「
所
謂
伊
人
」
と

同
じ
で
あ
る
（
三
一
）。
卽
ち
「
彼
何
人
斯
、
其
心
孔
艱
」
は
、
風
の
神
を
祭
祀
の
對
象
と
し
て
謠
い
込
ん
だ
興
詞
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
第
三
、四
章
の

首
二
句
も
同
種
の
興
詞
で
あ
る
。

「
彼
何
人
斯
」
が
風
の
神
を
指
す
稱
謂
で
あ
る
こ
と
の
根
據
は
い
く
つ
か
あ
る
。
一
つ
は
第
三
章
の
「
我
聞
其
聲
、
不
見
其
身
」
で
あ
る
。
こ

れ
は
、
風
音
は
聞
こ
え
る
が
姿
は
見
え
ぬ
を
い
う
句
で
、
人
閒
の
側
か
ら
見
た
風
そ
の
も
の
を
表
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
第
八
章
に
「
爲
鬼

爲
蜮
、
則
不
可
得
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。
該
句
の
「
得
」
は
下
に
「
見
」
字
を
補
っ
て
讀
む
べ
き
で
（
三
二
）、
風
の
神
は
鬼
神
や
水
神

と
同
じ
よ
う
に
（
三
三
）目
で
見
る
こ
と
が
で
き
ぬ
と
謠
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
神
が
目
に
見
え
ぬ
こ
と
は
、
大
雅
・
文
王
之
什
・
文
王
篇
に
も
「
上
天

之
載
、
無
聲
無
臭
」
と
謠
わ
れ
て
い
る
如
く
で
あ
る
。
ま
た
前
句
に
「
胡
逝
我
梁
」
と
あ
る
は
、
後
述
す
る
如
く
謠
い
手
と
そ
の
相
手
と
が
旣
に

閨
を
共
に
し
て
い
る
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
よ
う
な
關
係
に
あ
る
に
も
關
わ
ら
ず
、
相
手
の
姿
を
見
て
い
な
い
と
い
う
の
は
、
そ
れ

が
風
の
神
で
あ
る
か
ら
に
他
な
ら
な
い
。
更
に
こ
の
詩
の
謠
い
手
も
他
の
二
篇
の
詩
と
同
樣
、
風
の
神
に
仕
え
る
巫
女
で
あ
る
の
で
、
こ
の
二
人

が
閨
を
共
に
す
る
と
い
う
表
現
が
、
巫
女
が
風
の
神
を
迎
え
祀
る
行
爲
を
、
神
と
巫
女
と
の
神
聖
な
結
婚
と
い
う
形
で
象
徵
的
に
演
出
し
た
も
の

で
あ
る
こ
と
は
、
旣
に
述
べ
た
通
り
で
あ
る
。
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「
彼
何
人
斯
」
が
風
の
神
を
指
す
稱
で
あ
る
こ
と
の
二
つ
目
の
根
據
は
、
第
四
章
に
見
え
る
「
彼
何
人
斯
、
其
爲
飄
風
。
胡
不
自
北
、
胡
不
自

南
」
の
句
で
あ
る
。「
彼
何
人
斯
（
あ
の
人
は
誰
か
）」
と
自
問
し
た
後
に
「
其
爲
飄
風
（
そ
れ
は
暴
風
（
三
四
）を

起
こ
す
神
で
あ
る
）」
と
そ
の
正
體
を

直
接
的
に
述
べ
、
更
に
「
胡
不
自
北
、
胡
不
自
南
（
何
故
北
か
ら
吹
か
ぬ
の
か
、
何
故
南
か
ら
吹
か
ぬ
の
か
）」
と
、
季
節
に

っ
た
順
風
が
吹

か
ぬ
こ
と
を
責
め
て
い
る
の
で
あ
る
。
穀
物
が
順
調
に
生
長
す
る
爲
に
は
、
季
節
每
の
風
が
正
し
く
吹
く
こ
と
が
不
可
缺
だ
か
ら
で
あ
る
。

三
つ
目
の
根
據
は
、
第
七
章
の
「
出
此
三
物
、
以
詛
爾
斯
」
で
あ
る
。「
三
物
」
と
は
毛
傳
に
據
る
と
豕
・
犬
・
鷄
の
生
贄
の
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
句
が
風
の
神
に
生
贄
を
供
し
て
、
專
一
に
仕
え
祀
る
こ
と
を
誓
う
句
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
說
明
を
要
し
な
い
で
あ
ろ
う
。

如
上
の
三
點
か
ら
見
て
、
首
句
「
彼
何
人
斯
」
が
風
の
神
を
指
す
句
で
あ
る
こ
と
は
大
過
な
い
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
第
一
章
首
二
句
は
、
風

の
神
を
指
す
稱
謂
を
呪
物
と
す
る
興
詞
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
第
三
・
四
章
の
首
二
句
も
同
樣
で
あ
る
。

こ
の
詩
の
解
釋
を
難
解
に
し
て
い
る
の
は
、
二
つ
の
隠
喩
表
現
で
あ
ろ
う
。
一
つ
は
第
一
・
二
・
三
・
四
章
に
見
え
る
「
胡
逝
我
梁
」「
胡
逝

我
陳
」
と
い
う
表
現
で
あ
り
、
今
一
つ
は
第
一
・
二
・
三
章
に
見
え
る
「
不
入
我
門
」「
不
入
唁
我
」
と
い
う
表
現
で
あ
る
。

「
胡
逝
我
梁
」
の
「
梁
」
は
、
邶
風
・
谷
風
篇
、
齊
風
・
敝
笱
篇
、
小
雅
・
節
南
山
之
什
・
小
弁
篇
の
三
篇
の
詩
に
は
「
笱
」
字
と
と
も
に
使

用
さ
れ
て
お
り
、
邶
風
・
谷
風
篇
の
集
傳
に
「
梁
堰
石
障
水
而
空
其
中
、
以
通
魚
之
往
來
者
也
。
笱
以
竹
爲
器
、
而
承
梁
之
空
、
以
取
魚
者
也
」

と
あ
る
こ
と
か
ら
、「
梁
」
は
石
で
水
を
堰
き
止
め
た
も
の
、「
笱
」
は
梁
に
仕
掛
け
て
魚
を
捕
ら
え
る
衟
具
で
、
通
常
、
兩
者
は
一
緖
に
使
用
す

る
も
の
で
あ
る
。
更
に
馬
瑞
辰
が
「
衛
風
傳
云
、
石
絕
水
曰
梁
。
周
官
、

人
掌
以
時

爲
梁
、
鄭
司
農
注
、
梁
、
水
堰
。
堰
水
而
爲
關
空
、
以

笱
承
其
空
。
是
梁
與
笱
相
爲
用
、
故
詩
言
逝
梁
、
卽
言
發
笱
」
と
言
う
如
く
、
詩
中
に
「
逝
梁
（
梁
に
逝お
よ

ぶ
）」
と
言
え
ば
、「
發
笱
（
笱
を
發ひ
ら

い

て
魚
を
捕
る
）」
こ
と
を
意
味
す
る
の
で
、
何
人
斯
篇
の
場
合
も
「
笱
」
字
は
使
用
さ
れ
て
は
い
な
い
が
、「
逝
我
梁
（
我
が
梁
に
逝
ぶ
）」
と
言

う
こ
と
で
、
笱
を
發
い
て
魚
を
捕
る
こ
と
を
暗
示
し
て
い
る
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

『
詩
經
』
の
詩
に
於
い
て
「
笱
」
と
は
聞
一
多
が
「
詩
人
屢
次
講
到
捕
魚
的
笱
、
實
在
不
是
指
笱
的
本
身
、
是
隱
喩
女
陰
的
」（「
詩
經
的
性
欲

觀
」）
と
言
う
如
く
、
女
陰
の
隱
喩
で
あ
る
。
魚
を
中
に
入
れ
る
形
狀
で
あ
る
こ
と
が
、
女
性
が
胎
内
に
子
を
孕
む
こ
と
を
連
想
さ
せ
、
廣
く
女
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性
の
生
殖
器
を
象
徵
す
る
語
と
し
て
詩
中
に
使
用
さ
れ
た
も
の
と
推
測
し
得
る
。
卽
ち
「
逝
我
梁
」
と
は
男
性
が
女
性
に
同
衾
を
迫
る
こ
と
を
意

味
し
、「
胡
逝
我
梁
」
は
ど
う
し
て
そ
の
よ
う
な
こ
と
を
す
る
の
か
と
、
女
性
が
男
性
を
責
め
る
句
と
解
さ
れ
る
（
三
五
）。

「
胡
逝
我
梁
」「
胡
逝
我
陳
」
が
不
埒
な
男
の
行
爲
を
責
め
る
句
で
あ
る
に
對
し
、「
不
入
我
門
」「
不
入
唁
我
」
は
、
女
が
男
に
正
式
な
婚
姻
關

係
を
求
め
る
句
で
あ
る
。「
唁
」
は
王
念
孫
が
「
唁
、
亦
問
也
。
唁
言
古
同
聲
」（『
廣
雅
疏
證
』
釋
詁
二
）
と
言
う
如
く
、
言
、
問
の
意
で
、
婚

禮
に
於
け
る
問
名
の
儀
を
指
す
と
解
さ
れ
る
。『
儀
禮
』
士
昏
禮
に
據
れ
ば
「
問
名
」
で
は
、
新
郎
側
か
ら
の
使
者
が
新
婦
の
姓
名
や
生
年
月
日

を
尋
ね
る
。
本
篇
の
「
唁
我
（
名
）」
は
、
恐
ら
く
そ
の
よ
う
な
儀
禮
を
背
景
と
し
て
お
り
、
婚
禮
を
象
徵
す
る
表
現
と
し
て
使
用
さ
れ
た
も
の

と
考
え
ら
れ
る
。
な
ら
ば
「
入
我
門
」
も
同
樣
の
儀
禮
を
背
景
と
し
た
も
の
と
類
推
し
得
、
問
名
の
爲
に
男
が
女
の
家
を
訪
れ
る
こ
と
を
指
す
も

の
と
解
し
得
る
。「
不
入
我
門
」「
不
入
唁
我
」
は
、
男
が
女
の
家
を
訪
れ
よ
う
と
せ
ず
、
女
の
名
を
尋
ね
よ
う
と
も
し
な
い
と
い
う
意
で
、
正
式

な
婚
姻
關
係
を
結
ぼ
う
と
し
な
い
不
誠
実
な
男
の
態
度
を
な
じ
る
句
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

か
か
る
二
種
類
の
相
反
す
る
内
容
を
暗
示
す
る
表
現
に
よ
っ
て
、
肉
體
的
な
關
係
を
求
め
る
男
と
、
正
式
な
婚
姻
關
係
を
求
め
る
女
の
存
在
が

浮
き
彫
り
と
な
る
。
卽
ち
望
む
も
の
が
互
い
に
食
い
違
う
男
女
を
演
出
す
る
こ
と
で
、
謠
い
手
で
あ
る
巫
女
に
と
っ
て
望
み
の
叶
え
ら
れ
て
い
な

い
實
狀
と
、
強
い
希
求
の
念
を
表
そ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

以
上
に
よ
り
、
何
人
斯
篇
は
風
の
神
を
祀
っ
て
暴
風
を
鎭
め
、
時
節
に

っ
た
順
風
が
吹
く
こ
と
を
祈
願
す
る
詩
で
あ
る
こ
と
が
理
解
さ
れ
た

と
思
う
。

（
四
）

風
は
四
方
の
果
て
よ
り
吹
く
も
の
と
古
の
人
は
信
じ
て
い
た
。
そ
の
四
方
の
果
て
に
は
、
人
閒
に
と
っ
て
不
可
視
で
曖
昧
な
空
閒
が
想
定
さ
れ
、

そ
れ
は
や
が
て
谷
閒
や
、
洞
穴
や
、
山
の
隈
の
よ
う
な
具
體
的
な
場
所
と
な
っ
て
神
話
や
文
獻
上
に
現
わ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
此
方
か
ら
彼
方
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を
見
る
こ
と
が
難
し
い
場
所
や
、
此
方
で
も
彼
方
で
も
な
い
曖
昧
な
空
閒
に
古
の
人
は
神
の
存
在
を
信
じ
、
人
智
で
は
計
り
知
れ
な
い
神
の
出
現

を
こ
の
空
閒
に
求
め
た
の
で
あ
る
。
風
が
生
ま
れ
る
と
さ
れ
た
そ
の
よ
う
な
場
所
は
、『
詩
經
』
の
詩
の
中
に
も
僅
か
に
名
殘
を
と
ど
め
た
。
そ

れ
が
「
谷
」
や
「
崔
嵬
」
や
「
阿
」
の
語
で
あ
る
。

他
の
自
然
神
と
同
樣
、
風
の
神
に
も
兩
義
性
が
あ
り
、
そ
の
善
の
側
面
に
人
々
は
穀
物
の
豐
饒
や
女
性
の
多
產
や
一
族
の
繁
榮
を
祈
り
、
順
風

の
長
く
吹
く
こ
と
を
願
っ
た
。
ま
た
惡
の
側
面
に
對
し
て
は
、
眼
前
の
現
狀
を
劇
的
に
訴
え
、
嘆
く
こ
と
で
、
穀
物
の
生
長
を
阻

し
、
生
活
の

安
寧
を
脅
か
す
暴
風
を
速
や
か
に
鎭
め
る
こ
と
を
祈
っ
た
の
で
あ
る
。
か
か
る
内
容
の
詩
を
、
本
稿
で
は
殷
代
の
祭
祀
の
名
を
借
り
て
寧
風
詩
と

し
、
こ
れ
に
類
す
る
詩
と
し
て
邶
風
・
終
風
篇
、
小
雅
・
谷
風
之
什
・
谷
風
篇
、
同
節
南
山
之
什
・
何
人
斯
篇
の
三
篇
の
詩
の
原
義
を
解
釋
し
た
。

註　
（
一
）
現
在
、『
甲
骨
文
合
集
』（
姚
孝
遂
『
殷
墟
甲
骨
刻
辭
類
纂
』（
中
華
書
局　

一
九
八
九
年
）
所
收
）
に
收
錄
さ
れ
て
い
る
當
該
契
文
の
缺
損
部
分
が
順
次
補
わ
れ
て
い
っ
た
經
緯
に
つ
い

て
は
、
魏
慈
德
『
中
國
古
代
風
神
崇
拝
』（
出
土
思
想
文
物
與
文
獻
硏
究
叢
書
（
八
）、
臺
灣
古
籍
出
版
有
限
公
司　

二
〇
〇
二
年
）
五
三
～
六
〇
頁
に
詳
し
い
。

　
（
二
）
赤
塚
忠
が
「
風
」
字
の
下
に
「
曰
」
字
を
脫
し
た
も
の
と
解
す
る
（『
中
國
古
代
の
宗
敎
と
文
化
』（
角
川
書
店　

昭
和
五
二
年
）
四
一
八
頁
）
に
從
っ
た
。

　
（
三
）
註
（
二
）
赤
塚
忠
前
揭
書
四
一
五
～
四
二
三
頁
。

　
（
四
）「
帝
」
は
禘
祭
の
意
。
契
文
で
は
「「
徽
」「
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（

四

） 

 

風

は

四

方

の

果

て

よ

り

吹

く

も

の

と

古

の

人

は

信

じ

て

い

た

。

そ

の

四

方

の

果

て

に

は

、

人

閒

に

と

っ

て

不

可

斎

で

曖

昧

な

空

閒

が

想

定

さ

れ

、

そ

れ

は

や

が

て

谷

閒

や

、

洞

穴

や

、

山

の

隈

の

よ

う

な

於

體

的

な

場

館

と

な

っ

て

神

話

や

文

獻

上

に

現

わ

れ

る

こ

と

と

な

っ

た

。

此

方

か

ら

彼

方

を

見

る

こ

と

が

盟

し

い

場

館

や

、

此

方

で

も

彼

方

で

も

な

い

曖

昧

な

空

閒

に

古

の

人

は

神

の

存

在

を

信

じ

、

人

智

で

は

計

り

知

れ

な

い

神

の

出

現

を

こ

の

空

閒

に

求

め

た

の

で

あ

る

。

風

が

生

ま

れ

る

と

さ

れ

た

そ

の

よ

う

な

場

館

は

、『

詩

經

』

の

詩

の

中

に

も

僅

か

に

名

殘

を

と

ど

め

た

。

そ

れ

が

「

谷

」

や

「

崔

嵬

」

や

「

阿

」

の

語

で

あ

る

。 

他

の

自

然

神

と

同

樣

、

風

の

神

に

も

兩

義

性

が

あ

り

、

そ

の

善

の

側

面

に

人

々

は

冥

物

の

豐

饒

や

女

性

の

多
產

や

一

族

の

蟾

榮

を

頭

り

、

順

風

の

長

く

吹

く

こ

と

を

願

っ

た

。

ま

た

惡

の

側

面

に

對

し

て

は

、

眼

前

の

現

寔

を

劇

的

に

訴

え

、

淬

く

こ

と

で

、

冥

物

の

生

長

を

阻

槙

し

、

生

活

の

安

寧

を

脅

か

す

暴

風

を

芫

や

か

に

鎭

め

る

こ

と

を

頭

っ

た

の

で

あ

る

。

か

か

る

内

容

の

詩

を

、

本

稿

で

は

殷

代

の

祭

祀

の

名

を

借

り

て

寧

風

詩

と

し

、

こ

れ

に

浚

す

る

詩

と

し

て

邶

風

・

終

風

篇

、

小

雅

・

谷

風

之

什

・

谷

風

篇

、

同

抉

南

山

之

什
・
何

人

斯

篇

の

三

篇

の

詩

の

原

義

を

解

釋

し

た

。 

 

註 （

一

）

現

在

、
『

甲

骨

文

合

集

』
（

姚

孝

蒹

『

殷

譽

甲

骨

刻

辭

浚

纂

』
（

中

華

書

局 

一

九

八

九

年

）

館

收

）

に

收

札

さ

れ

て

い

る

當

該

契

文

の

缺

損

部

分

が

順

次

補

わ

れ

て

い

っ

た

經

緯

に

つ

い

て

は

、

魏

慈

德

『

中

國

古

代

風

神

崇

拝

』（

出

土

思

想

文

物

與

文

獻

然

究

叢

書
（

八

）
、
臺

灣

古

籍

出

版

有

限

公

司 
二

〇

〇

二

年

）

五

三

～

六

〇

頁

に

詳

し

い

。 

（

二

）
赤
襃
忠
が
「
風
」
字
の
下
に
「
曰
」
字
を

熈
し

た
も
の
と
解
す
る
（
『
中
國
古
代
の
宗
敎
と
文
化
』（
角

川
書
店 

昭
和
五
二
年
）
四
一
八
頁
）
に
從
っ
た
。 

（

三

）
註
（
二
）
赤
襃
忠
前
視
書
四
一
五
～
四
二
三
頁
。 

（

四

）
「

帝

」
は

禘

祭

の

意

。
契

文

で

は
「

徽
」「

規
」」
と
刻
さ
れ
る
如
く
、「
帝
」
字
は
神
靈
が
憑
依
す
る
依
代
を
象
っ
た
も
の
で
あ
る
。
從
っ
て
禘
祭
と
は
、
こ
の
依
代
に
神
靈
を
依
り
憑
か

せ
る
儀
禮
を
指
す
と
考
え
ら
れ
る
。

　
（
五
）「
曰
」
は
赤
塚
忠
に
よ
る
と
「
口
說
を
も
っ
て
祈
る
意
」（
註
（
二
）
前
揭
書
四
一
七
頁
）
で
あ
る
。

　
（
六
）『
甲
骨
文
字
詁
林
』（
中
華
書
局　

一
九
九
六
年
）「

」
字
條
、
二
六
六
二
頁
。

　
（
七
）
例
え
ば
上
帝
が
雨
を
命
ず
る
辭
例
は
「
貞
、
今
一
月
、
帝
令
雨
」（
合
集
一
四
一
三
二
正
）、「
貞
、
帝
弗
其
及
今
四
月
令
雨
」（
合
集
一
四
一
三
八
）
な
ど
で
あ
り
、
雷
を
命
ず
る
辭
例

は
「
貞
、
帝
其
及
今
十
三
月
令
雷
」（
合
集
一
四
一
二
七
正
）
な
ど
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
雨
を
命
ず
る
辭
例
が
最
も
多
い
。

　
（
八
）
註
（
二
）
赤
塚
忠
前
揭
書
四
二
九
～
四
三
九
頁
。

　
（
九
）「
飌
」
は
孫
詒
讓
が
「
飌
師
者
、
九
經
字
樣
蟲
部
云
、
飌
、
古
文
風
」
と
言
う
如
く
風
字
の
古
字
で
あ
り
、「
飌
師
」
と
は
風
の
神
を
呼
ぶ
稱
謂
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

（
一
〇
）「

燎
」
は
『
說
文
』
に
「

、
積
木
燎
之
也
」
と
あ
り
、
木
を
積
ん
で
燒
く
祀
り
の
こ
と
。

（
一
一
）『
尙
書
正
義
』
に
引
く
鄭
注
に
「
夏
不
言
曰
明
都
、
三
字
摩
滅
也
」
と
あ
る
に
從
い
、「
曰
明
都
」
の
三
文
字
を
補
っ
た
。

（
一
二
）「
大
塊
」
は
兪
樾
が
「
大
塊
者
、
地
也
。
塊
、
乃
凷
之
或
體
」（『
諸
子
平
議
』）
と
解
す
る
如
く
、
大
地
の
意
。

（
一
三
）『
莊
子
』
上
（
全
釋
漢
文
大
系
第
一
六
卷
、
集
英
社　

昭
和
四
九
年
）
六
七
頁
。

（
一
四
）
屈
萬
里
が
「
按
、
詩
中
凡
以
有
字
冠
於
形
容
詞
或
副
詞
之
上
者
、
等
於
加
然
字
於
形
容
詞
或
副
詞
之
下
、
故
有
賁
犹
賁
然
也
」（『
詩
經
詮
釋
』
周
南
・
桃
夭
篇
）
と
解
す
る
に
從
っ
た
。

（
一
五
）
但
し
、「
有
隧
」
の
「
隧
」
字
に
つ
い
て
は
、
馬
瑞
辰
が
「
南
山
經
、
旄
山
之
尾
、
其
南
有
谷
、
曰
育
遺
、
凱
風
自
是
出
。
育
遺
一
作
育
隧
、
據
下
云
凱
風
所
出
、
則
育
隧
者
、
蓋
以
其

風
生
此
隧
而
名
之
與
」
と
推
測
し
て
い
る
。
先
の
『
山
海
經
』
南
山
經
の
「
育
遺
」
を
郭
璞
が
「
或
曰
隧
。
凱
風
、
南
風
」
と
解
す
る
如
く
「
育
隧
」
に
も
作
る
こ
と
か
ら
、「
隧
」
と



『
詩
經
』「
寧
風
」
詩
考

一
四
七

は
本
來
、
風
の
生
ず
る
場
所
を
指
し
示
す
稱
謂
で
あ
っ
た
可
能
性
も
あ
る
。
し
ば
ら
く
「
有
隧
」
は
風
の
吹
く
樣
を
形
容
す
る
語
と
解
し
て
お
く
。

（
一
六
）
拙
著
『『
詩
經
』
興
詞
硏
究
』（
硏
文
出
版　

二
〇
一
二
年
）
二
七
頁
、
五
八
八
頁
を
參
照
。

（
一
七
）
王
逸
注
に
「
阿
、
曲
隅
也
」
と
あ
る
。

（
一
八
）「
卷
」
は
陳
奐
が
「
說
文
、
卷
、

曲
也
。
是
卷
有
曲
義
。
卷
阿
、
曲
阿
也
」
と
解
す
る
如
く
、
曲
が
る
意
。
上
の
「
有
」
は
旣
述
の
如
く
、
形
容
語
を
作
る
助
字
。

（
一
九
）
馬
瑞
辰
は
「
說
文
無
凱
字
、
古
止
作
豈
、
後
乃
作
凱
、
又
作

、
見
玉
篇
。
豈
有
樂
義
、
故
傳
云
樂
夏
之
長
養
。
據
夏
小
正
時
有
俊
風
、
傳
云
俊
者
、
大
也
。
大
風
、
南
風
也
。
淮
南

子
天
文
訓
、
史
記
律
書
皆
曰
南
方
曰
景
風
、
景
者
大
也
。
呂
氏
春
秋
有
始
篇
、
淮
南
子
墜
形
訓
、
南
方
曰
巨
風
、
巨
亦
大
也
。
則
凱
之
義
本
爲
大
、
故
廣
雅
云
、
凱
、
大
也
」（『
毛
詩

傳
箋
通
釋
』）
と
解
し
、
聞
一
多
は
「
豈
聲
字
多
有
大
意
。
呂
氏
春
秋
不
屈
篇
曰
、
剴
者
大
也
。
說
文
曰
、
剴
、
大
鎌
也
。
廣
雅
釋
詁
一
曰
、
凱
、
大
也
。
…
…
凱
風
者
、
大
風
也
」

（「
詩
經
通
義
（
甲
）」）
と
解
し
て
い
る
。

（
二
〇
）
例
え
ば
、
赤
塚
忠
は
「
谷
風
」
を
東
風
と
し
、
春
さ
き
に
吹
く
風
と
解
す
る
。『
詩
經
硏
究
』（
赤
塚
忠
著
作
集
第
五
卷
、
硏
文
社　

昭
和
六
一
年
）
八
一
～
八
二
頁
。

（
二
一
）
鄭
風
・
蘀
兮
篇
の
詩
意
に
つ
い
て
は
註
（
一
六
）
前
揭
書
三
五
五
頁
を
參
照
。

（
二
二
）
檜
風
・
匪
風
篇
の
詳
し
い
解
釋
に
つ
い
て
は
註
（
一
六
）
前
揭
書
六
〇
〇
～
六
〇
三
頁
を
參
照
。

（
二
三
）
邶
風
・
凱
風
篇
の
詳
し
い
解
釋
に
つ
い
て
は
註
（
一
六
）
前
揭
書
二
〇
三
～
二
〇
六
頁
を
參
照
。

（
二
四
）
小
雅
・
谷
風
之
什
・
谷
風
篇
の
詩
意
に
つ
い
て
は
毛
序
が
「
谷
風
、
刺
幽
王
也
。
天
下
俗
薄
、
朋
友
衟
絕
焉
」、
朱
熹
が
「
此
朋
友
相
怨
之
詩
」
と
言
う
如
く
、
古
く
は
朋
友
の
衟
が
絕

た
れ
た
こ
と
を
刺
る
詩
と
解
さ
れ
て
き
た
。
そ
の
後
、
棄
婦
の
嘆
き
を
謠
っ
た
詩
と
解
す
る
說
が
一
般
的
と
な
る
。
本
篇
を
風
の
神
を
祀
る
詩
と
解
釋
す
る
の
は
赤
塚
忠
だ
け
で
あ
る
が
、

赤
塚
は
「
東
風
を
祭
る
歌
。
…
…
「
谷
風
」
は
、
東
風
、
春
さ
き
に
吹
く
風
で
あ
る
。
そ
れ
を
擬
人
化
し
て
「
女
」
と
い
い
、
女
性
が
そ
れ
に
嘆
き
を
訴
え
て
風
を
宥
和
す
る
形
を
と

っ
て
い
る
。
天
候
の
異
變
に
對
し
て
は
、
こ
う
い
う
表
現
形
式
が
と
ら
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
こ
れ
を
詛
歌
と
い
う
」（『
詩
經
硏
究
』（
赤
塚
忠
著
作
集
第
五
卷
、
硏
文
社　

昭
和
六
一

年
）
八
一
～
八
二
頁
）
と
、
眞
に
示
唆
に
富
む
意
見
を
述
べ
て
い
る
が
、
旣
述
の
如
く
「
谷
風
」
を
東
風
と
解
す
る
點
に
つ
い
て
は
首
肯
し
難
い
。

（
二
五
）
衞
風
・
考
槃
篇
の
詳
し
い
解
釋
に
つ
い
て
は
註
（
一
六
）
前
揭
書
二
四
～
二
九
頁
を
參
照
。

（
二
六
）
召
南
・
艸
蟲
篇
の
詳
し
い
解
釋
に
つ
い
て
は
註
（
一
六
）
前
揭
書
三
〇
九
～
三
一
七
頁
を
參
照
。

（
二
七
）
神
婚
に
つ
い
て
は
註
（
一
六
）
前
揭
書
三
一
四
～
三
一
六
頁
を
參
照
。

（
二
八
）
註
（
二
）
赤
塚
忠
前
揭
書
四
四
〇
頁
。

（
二
九
）
註
（
二
〇
）
赤
塚
忠
前
揭
書
八
二
頁
。

（
三
〇
）
こ
の
詩
を
毛
序
は
「
何
人
斯
、
蘇
公
刺
暴
公
也
。
暴
公
爲
王
卿
士
、
而
譖
蘇
公
焉
。
故
蘇
公
作
是
詩
、
以
絕
之
」、
朱
熹
は
「
此
詩
與
上
篇
文
意
相
似
。
疑
出
一
手
。
但
上
篇
先
刺
聽
者
。

此
篇
專
責
讒
人
耳
」
と
解
す
る
。

（
三
一
）
陳
風
・
澤
陂
篇
の
「
美
一
人
」
や
秦
風
・
蒹
葭
篇
の
「
所
謂
伊
人
」
が
神
の
名
を
直
接
呼
ぶ
こ
と
を
避
け
た
稱
謂
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
註
（
一
六
）
前
揭
書
二
一
頁
、
八
七
頁

を
參
照
。

（
三
二
）
屈
萬
里
が
「
得
、
謂
得
見
也
」
と
「
得
」
下
に
「
見
」
字
を
補
っ
て
解
釋
す
る
の
に
從
う
。

（
三
三
）「
爲
鬼
爲
蜮
」
の
「
爲
」
は
王
引
之
が
「
家
大
人
曰
、
爲
犹
如
也
。
假
設
之
詞
也
」（『
經
傳
釋
詞
』）
と
解
す
る
如
く
「
如
」
で
あ
る
が
、
王
引
之
が
こ
れ
を
「
も
︱
シ
」
と
訓
ず
る
假
定

文
を
作
る
助
字
に
解
す
る
點
は
首
肯
し
難
い
。『
經
詞
衍
釋
』
に
「
爲
字
竝
訓
假
如
之
如
。
又
訓
如
似
之
如
。
…
…
爲
訓
曰
如
。
如
之
義
同
比
」
と
あ
る
に
從
い
、「
ご
と
︱
シ
」
と
訓
ず

る
。

（
三
四
）「
飄
風
」
は
毛
傳
に
「
飄
風
、
暴
起
之
風
」
と
あ
る
如
く
、
激
し
く
吹
き
す
さ
ぶ
風
、
暴
風
の
意
と
解
す
る
。

（
三
五
）「
胡
逝
我
梁
、
不
入
我
門
」
の
二
句
を
聞
一
多
は
「
二
句
廋
語
、
禁
夫
勿
來
就
己
身
也
」（「
風
詩
類
鈔
」）
と
、
同
衾
を
迫
る
夫
を
拒
絕
す
る
句
で
あ
る
と
解
す
る
。
ま
た
こ
れ
と
同
一

構
文
の
「
胡
逝
我
陳
」
の
句
も
、
同
樣
の
隠
喩
を
含
む
句
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、「
陳
」
字
に
「
梁
」
の
如
き
意
を
表
す
用
例
が
見
つ
か
ら
な
か
っ
た
。
恐
ら
く
韻
を
踏
む
爲
に

「
陳
」
字
を
入
れ
換
え
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、
推
測
の
域
を
出
な
い
。
し
ば
ら
く
「
梁
」
と
同
義
と
解
し
て
お
く
。



『
詩
經
』「
寧
風
」
詩
考

一
四
八

※
そ
の
他
、
語
釋
等
に
使
用
し
た
『
詩
經
』
解
釋
の
爲
の
工
具
書
に
つ
い
て
は
、
註
（
一
六
）
前
揭
書
の
参
考
文
獻
を
參
照
。


